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可愛いお子さんや、大好きなおじい
ちゃん・おばあちゃん、仲良しグループ、
ペットなど、皆さんに自慢したいこと
を募集しています！！

募集中

お母さん（古淵優美子さん）から一言

二人一緒に仲良く元気に
すくすく育ってね。

わわががままちち
自自慢慢

詳しくは、総務課 広報情報係 （☎52-1111）まで
月号月号
2016年

Nooo563Oc

t.10 お な ま え 竹万南

今月のオススメ情報今月のオススメ情報

町民ぬくもり講座 参加者募集！町民ぬくもり講座 参加者募集！
12月11日(日)　８時～19時

水平社発祥の地・人権のふるさとで、
まちづくりの歩みと人権を学んでみませんか？
水平社発祥の地・人権のふるさとで、
まちづくりの歩みと人権を学んでみませんか？

歴史シンポジウム「日本の産業革命遺産と大鳥圭介」

問

蓮くん（2歳）蓮くん（2歳）楓くん（3ヵ月）楓くん（3ヵ月）
れんかえで

日 時 町内に在住・在勤・在学の方対 象
上郡町役場集合・解散場所 おおくぼまちづくり館(奈良県橿原市)

水平社博物館(奈良県御所市)
※現地でフィールドワークを予定。

行き先
25人(先着順)定 員

2,000円(当日徴収)参加費11月１日(火)～15日(火)
※定員になり次第締め切り。

申込期間

電話またはファックス(名前・住所・電話番号を記載)で下記まで申し込みください。 申込方法

日本の産業革命は、
この男から始まった！
日本の産業革命は、
この男から始まった！

11月27日(日)
13時～16時30分(開場12時)
11月27日(日)
13時～16時30分(開場12時)

平成27年７月にユネスコ世界文化遺産に
登録された「明治日本の産業革命遺産」と
大鳥圭介の関わりを探究するシンポジウムを
開催します。

平成27年７月にユネスコ世界文化遺産に
登録された「明治日本の産業革命遺産」と
大鳥圭介の関わりを探究するシンポジウムを
開催します。

日時

生涯学習支援センター
大ホール
生涯学習支援センター
大ホール

場所

400人400人定員

無料無料料金

事前申し込みは、
必要ありません。
事前申し込みは、
必要ありません。

講演①講演①「明治日本の産業革命遺産－その価値と登録の経緯－」
   講師：目黒正武氏
   (特定非営利活動法人世界遺産アカデミー特任研究員)

「明治日本の産業革命遺産－その価値と登録の経緯－」
   講師：目黒正武氏
   (特定非営利活動法人世界遺産アカデミー特任研究員)

講演②講演②「大鳥圭介の産業視察とその成果」
   講師：中川由香氏(大鳥圭介研究家・日本工営株式会社)
「大鳥圭介の産業視察とその成果」
   講師：中川由香氏(大鳥圭介研究家・日本工営株式会社)

シンポジウムシンポジウム
◎パネリスト：目黒正武氏、中川由香氏、猪尾守之氏（大鳥圭介塾塾長）
◎コーディネーター　島田拓(郷土資料館学芸員)
◎パネリスト：目黒正武氏、中川由香氏、猪尾守之氏（大鳥圭介塾塾長）
◎コーディネーター　島田拓(郷土資料館学芸員)

「日本の産業革命遺産と大鳥圭介」「日本の産業革命遺産と大鳥圭介」

郷土資料館　☎52-3737問郷土資料館　☎52-3737

プログラム

問問申　　教育推進課　教育係　☎52-2912／FAX：52-5523
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至 佐用

楠

河野原円心駅

（赤松三尊像）

赤松健康
　　広場

五社八幡神社
赤松居館跡
赤松の郷昆虫文化館

細野
武祖神社

白旗山登山道
ふもと

白旗八幡神社跡
栖雲寺跡

白旗山

野桑

鞍居川

柏野
岩木

大枝

大枝新

井上

上郡

山野里

苔縄駅

駒山城跡

苔縄ふれあいの森
法雲寺（ビャクシン）

郷土資料館

観光案内所

役場

智頭急行上郡駅

JR上郡駅
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種
川
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高田

白旗城本丸跡

登山口
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大持

苔縄

赤松

河野原

至
大
鳥
圭
介

生
誕
地

登山口
・

・

・・

・

松雲寺（カヤ）
・・・

・

・

トイレ

・

・
オハツキイチョウ

P

P

373

28

5

90

451

大避神社
（コヤスノキ）

白旗城跡

★★

★★

★★

播磨の歴史は赤松に始まる !!
　白旗城は、中世、播磨の武将・赤松円心により
1336 年（建武３年）に築城された山城で、足利
尊氏を追う新田義貞の６万の軍勢を、わずか２千
の兵で 50 日余り防ぎとめた難攻不落の名城で
す。この働きにより戦力を整えた尊氏は、円心とと
もに後に湊川の合戦で楠木正成らに勝利し、室
町幕府を誕生させました。
　平成８年３月24日に国指定史跡となった白旗
城跡は、標高 440ｍの白旗山の山上に位置し、
全長470mに及ぶ大規模な縄張をもち、東西約
560m、南北約400ｍの範囲に土塁や堀切など
の遺構が認められ、現在でも築城当時に近い形
で残されています。
　「落ちない城」にあやかり、合格・成功などの成
就を願い、難攻不落の白旗城を訪ねてみましょう。

　白旗城は、中世、播磨の武将・赤松円心により
1336 年（建武３年）に築城された山城で、足利
尊氏を追う新田義貞の６万の軍勢を、わずか２千
の兵で 50 日余り防ぎとめた難攻不落の名城で
す。この働きにより戦力を整えた尊氏は、円心とと
もに後に湊川の合戦で楠木正成らに勝利し、室
町幕府を誕生させました。
　平成８年３月24日に国指定史跡となった白旗
城跡は、標高 440ｍの白旗山の山上に位置し、
全長470mに及ぶ大規模な縄張をもち、東西約
560m、南北約400ｍの範囲に土塁や堀切など
の遺構が認められ、現在でも築城当時に近い形
で残されています。
　「落ちない城」にあやかり、合格・成功などの成
就を願い、難攻不落の白旗城を訪ねてみましょう。
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白旗山登山上の注意
・ふもとから白旗山山頂の城跡までは、健康
な方で、往復約２時間かかります。
・登山口のゲートは各自で開閉してください。
鹿などが出ますので閉め忘れにご注意を。
・トイレは、登山道に１箇所ありますが、それ
より先にはありません。
・雨天時や雨上がりは足元が悪くなり、大変
危険ですので注意してください。
・山道幅が狭い所や石が露出している所が
ありますので注意してください。
・時間に余裕をもって登山し、明るいうちに下
山しましょう。
・空き缶やごみ、たばこのポイ捨てをしないな
どマナーを守りましょう。
・けがなどがないよう、安全確認は自己責任
でお願いします。

合格祈願の絵馬
　白旗山山頂までは、白旗山ふもとから 2.2
㎞・往復約２時間）の登山道です。登山が
無理な方でも参加できるように、白旗山山頂
を含め、次の３箇所にも絵馬掛所があります。
　絵馬掛所にはペン（マーカー）を置いてい
ないので、ご注意を！
①白旗山山頂（白旗城本丸）
②白旗山登山道ふもと　
③智頭急行　河野原円心駅

町内の引渡所で、絵馬と鉛筆を手に入れよう！
　まずは、合格祈願絵馬と落ちない鉛筆を、町内にある引渡所で手に
入れてください。対象は合格祈願のために赤松地区を訪れる方です。
　願い事は引渡所にある油性マーカーで記入してください。

●観光案内所（JR上郡駅前）９時30分～16時30分
　☎52-6959　月曜、年末年始休業
●町立赤松公民館（智頭急行苔縄駅から徒歩５分）
　☎52-4605　月曜休館、日曜不定休
●産業振興課（上郡町観光協会）
　☎52-1116　土日祝・年末年始閉庁

合格祈願の方法
①★印の絵馬引渡所で絵馬と落ちない鉛筆を
手に入れてください。

②●印の赤松地内にある絵馬掛所を訪れて
合格祈願を！

合格祈願に
  いざ出陣
合格祈願に
  いざ出陣!!!!
「落ちない城・白旗城」を
　訪ねてみよう！

落ちない城、白旗城PRグッズ落ちない城、白旗城PRグッズ
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至 姫路

高田

播磨の歴史は赤松に始まる !!
　白旗城は、中世、播磨の武将・赤松円心により
1336 年（建武３年）に築城された山城で、足利
尊氏を追う新田義貞の６万の軍勢を、わずか２千
の兵で 50 日余り防ぎとめた難攻不落の名城で
す。この働きにより戦力を整えた尊氏は、円心とと
もに後に湊川の合戦で楠木正成らに勝利し、室
町幕府を誕生させました。
　平成８年３月24日に国指定史跡となった白旗
城跡は、標高 440ｍの白旗山の山上に位置し、
全長470mに及ぶ大規模な縄張をもち、東西約
560m、南北約400ｍの範囲に土塁や堀切など
の遺構が認められ、現在でも築城当時に近い形
で残されています。
　「落ちない城」にあやかり、合格・成功などの成
就を願い、難攻不落の白旗城を訪ねてみましょう。

　白旗城は、中世、播磨の武将・赤松円心により
1336 年（建武３年）に築城された山城で、足利
尊氏を追う新田義貞の６万の軍勢を、わずか２千
の兵で 50 日余り防ぎとめた難攻不落の名城で
す。この働きにより戦力を整えた尊氏は、円心とと
もに後に湊川の合戦で楠木正成らに勝利し、室
町幕府を誕生させました。
　平成８年３月24日に国指定史跡となった白旗
城跡は、標高 440ｍの白旗山の山上に位置し、
全長470mに及ぶ大規模な縄張をもち、東西約
560m、南北約400ｍの範囲に土塁や堀切など
の遺構が認められ、現在でも築城当時に近い形
で残されています。
　「落ちない城」にあやかり、合格・成功などの成
就を願い、難攻不落の白旗城を訪ねてみましょう。
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白旗山登山上の注意
・ふもとから白旗山山頂の城跡までは、健康
な方で、往復約２時間かかります。
・登山口のゲートは各自で開閉してください。
鹿などが出ますので閉め忘れにご注意を。
・トイレは、登山道に１箇所ありますが、それ
より先にはありません。
・雨天時や雨上がりは足元が悪くなり、大変
危険ですので注意してください。
・山道幅が狭い所や石が露出している所が
ありますので注意してください。
・時間に余裕をもって登山し、明るいうちに下
山しましょう。
・空き缶やごみ、たばこのポイ捨てをしないな
どマナーを守りましょう。
・けがなどがないよう、安全確認は自己責任
でお願いします。

合格祈願の絵馬
　白旗山山頂までは、白旗山ふもとから 2.2
㎞・往復約２時間）の登山道です。登山が
無理な方でも参加できるように、白旗山山頂
を含め、次の３箇所にも絵馬掛所があります。
　絵馬掛所にはペン（マーカー）を置いてい
ないので、ご注意を！
①白旗山山頂（白旗城本丸）
②白旗山登山道ふもと　
③智頭急行　河野原円心駅

町内の引渡所で、絵馬と鉛筆を手に入れよう！
　まずは、合格祈願絵馬と落ちない鉛筆を、町内にある引渡所で手に
入れてください。対象は合格祈願のために赤松地区を訪れる方です。
　願い事は引渡所にある油性マーカーで記入してください。

●観光案内所（JR上郡駅前）９時30分～16時30分
　☎52-6959　月曜、年末年始休業
●町立赤松公民館（智頭急行苔縄駅から徒歩５分）
　☎52-4605　月曜休館、日曜不定休
●産業振興課（上郡町観光協会）
　☎52-1116　土日祝・年末年始閉庁

合格祈願の方法
①★印の絵馬引渡所で絵馬と落ちない鉛筆を
手に入れてください。

②●印の赤松地内にある絵馬掛所を訪れて
合格祈願を！

合格祈願に
  いざ出陣
合格祈願に
  いざ出陣!!!!
「落ちない城・白旗城」を
　訪ねてみよう！

落ちない城、白旗城PRグッズ落ちない城、白旗城PRグッズ
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平成28年度　敬老会

問健康福祉課　地域福祉係　☎52-1114

　９月19日（月・祝）、生涯学習支援センターで敬老
会が開催されました。金婚、米寿、喜寿に該当する
方や、一般町民合わせて約230人が参加し、町内の
高齢者のご長寿をお祝いしました。また、アトラク
ションとして、上郡中学校の吹奏楽部の演奏や昭和
29年ごろのなつかしの映像の上映が行われ、参加者
は楽しいひと時を過ごしました。

清
水　

靜
子
さ
ん　

１
０
２
歳

（
倉
尾
）

寺
本　

久
男
さ
ん　
　
　

96
歳

　

ま
き
ゑ
さ
ん　
　

94
歳

（
本
町
）

田
昌
純
・
富
美
代
（
高
田
台
３
丁
目

西
）
▼
猪
尾
勝
・
睦
美（
岩
木
）
▼
大
井

務
・
登
志
子（
宇
治
山
）
▼
大
山
昌
之
・

香
由
子
（
苔
縄
）
▼
垣
内
義
夫
・
美
智

代（
宮
个
丘
）
▼
川
崎
明
彦
・
典
子（
本

金
出
地
）
▼
神
原
東
・
た
か
子
（
高
田

台
４
丁
目
南
）
▼
坂
越
忠
和
・
瓔
子（
船

坂
）
▼
竹
内
俊
行
・
悦
子（
上
栗
原
）
▼

富
田
昌
男
・
光
子（
岩
木
）▼
長
尾
豊
彦
・

泰
子（
梨
个
原
）▼
名
古
豊
和
・
好
美（
本

金
出
地
）
▼
西
山
正
幸
・
敬
子
（
上
中

野
）
▼
野
村
正
紀
・
弘
子（
赤
松
）
▼
濱

田
隆
史
・
咲
穗（
駅
北
）
▼
前
田
靖
行
・

真
澄
（
別
名
）
▼
水
守
文
彦
・
美
智
子

（
竹
万
北
）
▼
皆
木
佳
紀
・
千
惠
子（
竹

万
南
）
▼
山
本
正
昭
・
律
子（
尾
長
谷
）

▼
山
本
道
治
・
靖
子
（
大
枝
新
）
▼
横

山
勝
明
・
洋
子（
高
田
台
６
丁
目
）

淺
野
昭（
井
上
）
▼
有
政
光
子（
栄
町
）

▼
井
口
す
み
子
（
駅
中
）
▼
井
口
節
香

（
船
坂
）
▼
池
本
幸（
金
出
地
下
）
▼
石

原
文
夫（
松
の
尾
）
▼
稲
田
逸
子（
松
の

尾
）▼
井
上
節
子（
市
町
）▼
岩
本
大（
稗

田
）
▼
岩
本
正
美（
惣
尻
）
▼
上
野
良
敬

（
高
田
台
４
丁
目
西
）
▼
牛
尾
秀
巳（
駅

中
）
▼
梅
田
和
代（
野
桑
）
▼
梅
本
ス
ミ

子
（
奥
）
▼
大
崎
文
美
子
（
與
井
）
▼
太

田
ヨ
シ
ヱ
（
高
田
台
２
丁
目
）
▼
大
年

芳
子
（
奥
）
▼
大
西
操
野
（
惣
尻
）
▼
岡

田
ひ
で
よ
（
高
田
台
５
丁
目
西
）
▼
岡

村
一
夫
（
広
根
）
▼
岡
本
タ
ツ
子
（
金
出

地
下
）
▼
岡
本
ま
つ
子（
神
明
寺
）
▼
小

澤
信
枝（
岩
木
才
原
）
▼
尾
上
勝
代（
高

山
）
▼
尾
上
光
子（
高
山
）
▼
飼
谷
和
千

代（
與
井
新
）
▼
垣
本
正
和（
正
福
寺
）

▼
川
上
美
代
子（
上
栗
原
）
▼
川
口
よ
し

ゑ
（
仲
町
）
▼
川
元
讓（
竹
万
南
）
▼
上

林
忠（
楠
）
▼
木
村
ア
キ
ノ
（
下
栗
原
）

▼
日
下
辰
治（
本
町
）
▼
香
山
堅
二（
大

持
）
▼
児
嶋
せ
つ
子
（
高
田
台
５
丁
目

東
）
▼
小
谷
嘉
昭（
上
町
）
▼
小
谷
佳
子

（
旭
町
）
▼
小
山
正
一（
仲
町
）
▼
阪
口

民
一（
東
町
）
▼
繁
戸
髙
雄
（
高
田
台
６

丁
目
）
▼
杉
本
典
子（
寺
町
）
▼
武
田
茂

男
（
柏
野
）
▼
竹
田
益
子
（
別
名
）
▼
立

川
一
男
（
大
酒
）
▼
田
中
お
豊
（
高
田
台

３
丁
目
西
）
▼
田
中
昭
太
郎（
高
田
台
３

丁
目
西
）
▼
谷
脇
美
也
子（
惣
尻
）
▼
辻

キ
シ
ノ
（
川
原
）
▼
辻
節
美（
宿
西
）
▼

逵
博
一（
高
田
台
１
丁
目
）
▼
中
井
ち
さ

と
（
上
中
野
）
▼
中
井
照
子（
本
町
）
▼

清
水　

靜
子
さ
ん　

１
０
２
歳

清
水　

靜
子
さ
ん　

１
０
２
歳

田
昌
純
・
富
美
代
（
高
田
台
３
丁
目

田
昌
純
・
富
美
代
（
高
田
台
３
丁
目

最
高
齢
者

最
高
齢
夫
婦

金
婚
の
祝

淺
野
昭（
井
上
）
▼
有
政
光
子（
栄
町
）

淺
野
昭（
井
上
）
▼
有
政
光
子（
栄
町
）

米
寿
の
祝

＊写真の説明＊
①和やかな雰囲気の中、式典が行われました　②金婚の祝を受ける皆木さん夫妻　③上郡中学校吹奏楽部の演奏に耳を傾けました

①

②

③
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中
川
登
美
江（
梅
谷
）
▼
中
堀
和
子（
小

山
）
▼
中
村
惠
美
子（
休
治
）
▼
中
村
博

輝（
上
中
野
）
▼
西
橋
昭
三（
大
持
）
▼

西
村
惠
美
子
（
大
枝
）
▼
西
山
サ
カ
ヱ

（
船
坂
）
▼
西
山
昭
治（
岡
）
▼
長
谷
川

千
鶴
子（
落
地
）
▼
畑
中
達
朗（
高
田
台

４
丁
目
南
）
▼
原
田
つ
や
子
（
高
田
台

３
丁
目
西
）▼
鄙
山
惠
美
子（
松
の
尾
）

▼
深
澤
し
づ
子
（
宿
西
）
▼
深
澤
弘
志

（
大
酒
）
▼
福
井
和
行（
下
中
野
）
▼
福

本
ツ
ル
ノ
（
緑
个
丘
）
▼
藤
井

（
段

町
）
▼
藤
本
金
子（
川
原
）
▼
藤
本
末
夫

（
赤
松
）
▼
藤
本
二
三
子（
赤
松
）
▼
藤

本
美
代
子（
中
村
）
▼
前
田
敏
美（
あ
ゆ

み
）
▼
正
木
豊
子（
竹
万
土
井
）
▼
松
本

功
子（
休
治
）
▼
松
本
辰
男（
佐
用
谷
）

▼
松
本
ミ
ツ
エ
（
佐
用
谷
）
▼
丸
田
文

枝
（
高
田
台
５
丁
目
西
）
▼
丸
山
行
信

（
西
野
山
）▼
三
浦
昌
平（
竹
万
山
田
）

▼
三
浦
勝
（
高
田
台
２
丁
目
）
▼
溝
口

い
さ
子（
東
町
）
▼
三
谷
美
知
子（
下
中

野
）
▼
道
下
昭
三（
宿
）
▼
宮
下
た
つ
子

（
尾
長
谷
）
▼
村
上
典
子
（
與
井
）
▼

村
上
み
ね
子（
赤
松
）
▼
森
内
恵
厚（
大

酒
）
▼
盛
崎
と
し
子（
東
町
）
▼
保
村
正

夫（
梨
个
原
）
▼
山
口
幸
夫（
宿
西
）
▼

山
田
八
千
子（
細
野
）
▼
山
中
安
子（
與

井
新
）
▼
山
本
昭
男（
大
酒
）
▼
山
本
清

江
（
高
田
台
５
丁
目
西
）
▼
山
本
清

（
東
町
）
▼
山
本
多
美
子（
落
地
）
▼
山

本
典
子（
下
栗
原
）
▼
山
本
八
重
子（
下

中
野
）
▼
横
山
和
子（
寺
町
）
▼
横
山
た

つ
子（
平
野
）
▼
横
山
勝
之（
大
枝
新
）

▼
芳
林
好
惠（
奥
）

赤
松
呇
子（
寺
町
）
▼
赤
松
千
賀
子（
落

地
）▼
秋
本
武
幸（
高
田
台
３
丁
目
東
）

▼
猪
尾
邦
男（
大
持
）
▼
石
川
章
正（
高

田
台
５
丁
目
西
）
▼
伊
藤
邦
子
（
高
田

台
４
丁
目
西
）
▼
伊
籘
靖
枝
（
高
田
台

３
丁
目
西
）
▼
上
通
利
明（
桜
个
丘
）
▼

上
山
千
惠
子
（
正
福
寺
）
▼
榎
並
直
美

（
栄
町
）
▼
大
井
登
代
子（
宇
治
山
）
▼

大
崎
弘
志（
皆
坂
）
▼
大
寺
サ
カ
ヱ
（
下

中
野
）
▼
岡
田
康
宏
（
市
町
）
▼
岡
本

惠
美
子（
東
町
）
▼
岡
本
茂
子（
高
山
）

▼
沖
中
喜
六（
船
坂
）
▼
沖
中
智
惠（
船

坂
）
▼
沖
中
俊
雄（
船
坂
）
▼
尾
﨑
英
子

（
高
田
台
４
丁
目
西
）▼
尾
上
久
子（
行

頭
）
▼
梶
本
祐
弘（
大
持
）
▼
角
石
久
子

（
宇
野
山
）
▼
加
藤
玲
三
（
船
坂
）
▼

兼
光
弘
幸（
金
内
）
▼
川
上
章
夫（
桜
个

丘
）
▼
川
崎
明
彦（
本
金
出
地
）
▼
河
野

弘
子（
宿
）
▼
神
崎
弘
昭（
宿
東
）
▼
上

林
セ
ツ
コ
（
楠
）
▼
木
下
和
美
（
西
野

山
）
▼
木
南
正
三（
国
光
）
▼
木
村
絹
子

（
別
名
）
▼
木
村
幸
雄（
大
枝
）
▼
久
保

三
佐
子（
惣
尻
）
▼
久
保
敬
文（
細
野
）

▼
桑
田
初
枝
（
中
村
）
▼
河
本
よ
し
子

（
栄
町
）
▼
小
谷
和
美
（
與
井
）
▼
小

寺
俊
治（
與
井
）
▼
小
寺
弘
子（
船
坂
）

▼
小
林
明
美
（
丹
西
）
▼
小
林
喜
美
代

（
広
根
）
▼
小
林
敏
明（
東
町
）
▼
近
藤

好
子（
大
持
）
▼
定
光
美
智
子（
高
田
台

６
丁
目
）
▼
澤
田
義
弘（
隈
見
町
）
▼
清

水
孝
晏（
梨
个
原
）
▼
下
山
た
ず
子（
高

山
）
▼
髙
木
榮
作
（
高
田
台
６
丁
目
）

▼
髙
原
時
夫
（
與
井
新
）
▼
高
宮
一
代

（
東
町
）
▼
竹
一
千
秋（
戸
谷
）
▼
竹
内

天
津
子（
隈
見
町
）
▼
竹
内
俊
行（
上
栗

原
）
▼
竹
内
賀
子（
大
酒
）
▼
竹
田
諭
志

（
梨
个
原
）
▼
立
田
鈴
子（
正
福
寺
）
▼

田
中
悦
二（
隈
見
町
）
▼
田
中
邦
子（
隈

見
町
）
▼
田
中
シ
ツ
子
（
高
田
台
２
丁

目
）
▼
田
中
久
子
（
高
田
台
６
丁
目
）

▼
田
辺
広
治（
船
坂
）
▼
田
渕
忍（
竹
万

南
）
▼
塚
本
博
子（
駅
西
）
▼
塚
本
義
勝

（
神
明
寺
）
▼
寺
坂
豊
光（
駅
西
）
▼
中

井
芳
和
（
高
田
台
４
丁
目
南
）
▼
長
瀬

和
子（
松
の
尾
）
▼
中
瀨
雅
子（
岩
木
船

谷
）
▼
仲
本
壽
美
子（
宇
治
山
）
▼
仲
本

隆
明（
戸
谷
）
▼
長
安
美
智
子（
駅
東
）

▼
中
山
靜
江
（
緑
个
丘
）
▼
西
川
幸
夫

（
柏
野
）
▼
西
谷
弘
美
（
富
満
）
▼
西

原
泉（
竹
万
南
）
▼
西
本
隆
代（
名
村
）

▼
西
山
勇（
岡
）
▼
西
山
重
和（
奥
）
▼

野
村
正
紀（
赤
松
）
▼
橋
本
眞
壽
子（
駅

東
）
▼
長
谷
實（
仲
町
）
▼
服
部
日
登
美

（
金
出
地
下
）
▼
花
本
敏
子
（
高
田
台

５
丁
目
西
）
▼
濱
崎
淳
助（
駅
中
）
▼
原

田
勝
光（
隈
見
町
）
▼
春
名
忠
雄（
高
田

台
６
丁
目
）
▼
久
永
上
二
（
與
井
）
▼

平
井
教
子
（
神
明
寺
）
▼
平
尾
三
代
榮

（
高
田
台
５
丁
目
西
）
▼
平
岡
佐
世
子

（
高
田
台
４
丁
目
東
）▼
福
田
勝
巳（
竹

万
土
井
）
▼
福
永
ス
ミ
子
（
高
田
台
３

丁
目
東
）
▼
藤
井
清
美（
井
上
）
▼
藤
本

祐
子（
船
坂
）
▼
藤
原
謙
介（
高
田
台
３

丁
目
西
）
▼
細
田
昭
代（
高
山
）
▼
前
川

初
子（
細
野
）
▼
前
川
美
津
江（
戸
谷
）

▼
松
尾
直
子（
竹
万
北
）
▼
松
岡
昇（
宿

東
）
▼
松
本
京
子（
丹
東
）
▼
三
浦
さ
ち

子（
竹
万
山
田
）
▼
三
浦
美
（
竹
万
山

田
）
▼
三
木
壽
郎（
岩
木
）
▼
宮
路
登
基

子（
與
井
新
）
▼
宮
本
純
子（
梨
个
原
）

▼
村
田
惠
子
（
岩
木
船
谷
）
▼
雌
俊
文

（
石
戸
）
▼
森
下
睦
子
（
寺
町
）
▼
森

末
妙
子（
上
栗
原
）
▼
森
田
德
治（
下
中

野
）
▼
森
寺
敏
和（
東
町
）
▼
森
中
汕
子

（
野
桑
）
▼
安
則
行
信（
段
町
）
▼
矢
田

芳
子（
宇
治
山
）
▼
山
﨑
和
子（
市
町
）

▼
山
田
悦
子
（
カ
メ
リ
ア
）
▼
山
田
弘

子
（
高
田
台
６
丁
目
）
▼
山
本
惠
美
子

（
神
明
寺
）
▼
山
本
勝
信
（
栄
町
）
▼

山
本
幸
子（
奥
）
▼
山
本
佐
代
子（
神
明

寺
）
▼
山
本
繁
一（
惣
尻
）
▼
山
本
忠
孝

（
大
枝
新
）
▼
山
本
利
彦（
落
地
）
▼
山

本
久
良
（
高
田
台
１
丁
目
）
▼
山
本
陽

子（
大
枝
新
）
▼
湯
朝
鴻
𠮷（
船
坂
）
▼

吉
間
和
郎（
大
枝
新
）

安
西
一
也
（
高
田
台
５
丁
目
西
）
▼
岩

祐
子
（
高
田
台
１
丁
目
）
▼
岩
本
義

隆（
稗
田
）
▼
宇
多
冨
喜
子（
大
持
）
▼

北
村
春
代（
大
枝
）
▼
阪
田
愛
子（
梨
个

原
）
▼
髙
橋
暎
子（
高
田
台
２
丁
目
）
▼

辻
ふ
さ
子（
赤
松
）
▼
辻
正
夫（
赤
松
）

▼
西
山
稔（
岡
）
▼
久
永
妙
子（
與
井
）

▼
平
田
美
代
子
（
駅
東
）
▼
深
澤
正
彦

（
平
野
）
▼
福
壽
慶
子（
金
内
）
▼
船
曳

ム
ツ
ミ
（
駅
西
）
▼
前
川
照
美（
與
井
）

▼
松
本
光
夫（
倉
尾
）
▼
三
浦
進（
竹
万

山
田
）
▼
森
義
幸（
與
井
新
）
▼
山
村
浩

造（
岩
木
才
原
）
▼
山
本
寛（
下
栗
原
）

▼
横
山
千
壽（
苔
縄
）

子（
寺
町
）
▼
赤
松
千
賀
子（
落

赤
松
呇呇
子（
寺
町
）
▼
赤
松
千
賀
子（
落

喜
寿
の
祝

安
西
一
也
（
高
田
台
５
丁
目
西
）
▼
岩

安
西
一
也
（
高
田
台
５
丁
目
西
）
▼
岩

８
０
２
０
運
動
表
彰

※
名
簿
は
、
９
月
30
日
時
点
で
作
成

し
て
い
ま
す
。



6広報かみごおり　10月号

■保育所・認定こども園とは
　保護者の就労や疾病などによって、児童を家
庭で保育できない場合に、０歳（おおむね６ヵ
月以降）～小学校就学前の乳幼児を保護者にか
わって保育する施設です。
■入所対象児
　夫婦共働きなど、家庭で児童を保育できない
状態にあり、下記の入所基準を満たす小学校就
学前の乳幼児
■入所基準（保護者がいずれかに該当すること）
・家庭外または家庭内で労働することを常態と

している
・母親が妊娠中であるかまたは出産後間がない
・疾病、負傷または心身に障がいがある
・同居の親族を常時介護または看護している
・風水害、火災などの災害復旧に当たっている
・日中に求職活動を行っている
・職業訓練学校や専門学校などに通っている
・児童虐待の恐れやＤＶにより家庭で保育でき

ない
・その他上記と同様と認められる場合
■受付期間
　11月１日（火）～25日（金）
　申込書などは10月25日（火）から教育推進課
で配布します。（すでに保育所などに入所して
いる方は入所施設を通じて配布）
■申込場所
　教育推進課

■提出書類
【新規入所】
　支給認定申請書兼事業
所入所申込書、家庭で保
育ができない状態にある
ことを証明するものなど
【継続入所】
　現況届、家庭で保育ができない状態にあるこ
とを証明するものなど
※家庭の状況に応じて必要書類が変わりますの

で、お問い合わせください。
■年度途中の入所
　年度途中の入所も可能ですが、すでに定員
を超えている場合や保育士の職員配置などによ
り、入所できないことがあります。産休育休明
けなどで、年度途中に入所を予定している場合
も、必ずこの期間中に申し込みください。
■施設別保育所枠定員数
【保育所】
　町立つばき保育所（井上）：70人
【認定こども園】
　（仮）私立陽光こども園（高田台）：105人
　私立プレスクールかみごおり（山野里）：30人
※陽光こども園は、平成29年4月に高田陽光保育

園から変更予定です。
※認定こども園の幼稚園枠への入所申込は、各園

へ直接お申し込みください。

平成29年4月からの保育所・認定こども園の
入所申込を開始します

問教育推進課　園児係　☎52-2912

問子育て学習センター　☎52-6181 問保健センター　☎52-2188

子育て学習センター
11月～3月の第1土曜日を
開館します

献血にご協力をお願いします！

■土曜開館予定日
　11月５日（土）／ 12月３日（土）
　１月７日（土）／２月４日（土）
　３月４日（土）　
■開館時間
　10時～ 16時

　病気やけがなどで輸血を必要としている方
の尊い生命を救うため、17歳～69歳までの健
康な方は、献血にご協力をお願いします。
■日時　11月20日（日）　９時～ 12時、
13時～ 15時30分
■場所　マックスバリュ
上郡南店　駐車場
※血圧やコレステロールの
薬を飲んでいる方でも献血
できる場合があります。
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■こんな方を募集しています ■ボランティアの登録方法

問■申かみごおり学校サポートネット事務局（教育推進課）☎52-2912

⑲町長コラム 「敬老の日制定50周年記念
  式典（多可町）に参加して」

皆さんは、敬老の日発祥の地が兵庫県多可町（旧八千代町）であることをご存じでしょ
うか。昭和22年９月15日多可郡野間谷村で、55歳以上のお年寄りを招き、村主催の敬老
会が開催されたことが始まりとされています。昭和25年には兵庫県が同日を「としより
の日」と定め、祝日化に向けた運動が全国に広がり、昭和41年に、国民の休日に加えら
れたとのことです。

式典は兵庫県と多可町の共催で開催され、秋篠宮ご夫妻をお迎えして、盛大に開催さ
れました。しかし、多可町をはじめとする各市町でも、様々な課題で敬老会の開催や手
法が見直されていることも事実です。上郡町でも毎年参加者が対象者の四分の一足らず
であることから、今年度より最高齢者・最高齢夫婦・米寿・喜寿・金婚・8020運動の表
彰者に加え、敬老の日を祝す町民の集いとさせていただきました。芸能イベントを楽し
みに毎年参加されていた皆さんの中にはご不満な方もあったでしょうが、敬老行事を長
く続けたいという思いから、町民全員でご長寿を祝う式典に変更させていただきました。

町の将来像である「元気で人情味あふれるまちづくり」のためには、世代間交流が必
要不可欠です。施策の中にも取り入れたいと考えておりますので、アイデアをお寄せい
ただければ幸いです。 上郡町長　遠山　寛

・「みんなで支える学校・みんなで
育てる子ども」の趣旨を理解して
くださる方

（グループでの登録も可能）
・特技を生かした指導ができる方も

大歓迎

①ボランティア登録票（設置場所：教育委員会・生涯学
習支援センター・各地区公民館）に記入

②11月11日（金）までに登録票を上記の設置場所へ提出
※ボランティア登録者の情報は、一般には公開しません。

　学校園の教育活動を支援してくださるボランティアを募集しています。ぜひ、皆さんの
経験や愛情を、子どもたちに伝えてください。
■学校サポートネットとは

ボランティア登録者を募集します！
かみごおり学校サポートネット　

学校サポートネット 学校園
地域コーディネーター

ボランティア

こんなことをしています！
○ボランティアバンクの管理
○学校園・ボランティア・関係

団体との連絡調整

こんなボランティアをしています！
〇学習支援（家庭科実習や農園芸作業、校外活

動などの補助）
〇リコーダー、昔遊びなどの指導
〇読み聞かせ　〇授業参観中の託児　など

ボランティア依頼

支援活動
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緊急地震速報の訓練を行います

都市計画変更に関する説明会の開催

消しましょう  その火その時  その場所で！

■日時
　11月４日（金）　10時頃
■訓練内容
　町内全ての屋外拡声器や公
共施設内の音声告知端末から
警報音が鳴り、「大地震です！
大地震です！」と放送されま
す。この放送を合図に、右記の
３つの安全行動を体験してみ
ましょう。

■日時　11月３日（木・祝）　10時～
■場所　役場第２庁舎　大会議室
■変更内容
　西播磨高原都市計画地区計画（播磨
科学公園都市第１工区地区計画）にお
いて、地区整備計画区域の一部削除
（産業地区より斜線部を削除）

■住宅用火災警報器を設置していますか？
　住宅用火災警報器は、火災の早期発見や逃げ遅れなど
の被害を防止するため、必ず設置してください。
■住宅用火災警報器を設置したら
　定期的な作動確認と手入れを行いましょう。また、万が
一のため、警報が鳴った時の正しい対処法を知っておき
ましよう。

■ガソリン・LPガスの使用にはご注意を！
　自治会などの行事で火気を使用する
屋台を出す場合は、消火器などの消火器
具を必ず準備し、ガソリンやLPガスの使
用・取扱いには十分注意して下さい。

　緊急地震速報を見聞きしてから強い揺れが来るまでの時間はごくわずかです。その短い間
に、あわてずに身を守るための適切な行動をとるには、日ごろからの訓練が重要です。
　下記の訓練日に、町内すべての屋外拡声器や公共施設で音声告知端末から放送が流れます。
この放送が流れたら、自分がいるその場で、３つの安全行動を実践し、いざという時に備えま
しょう。

　都市計画変更案の内容について説明会を
開催します。説明会では、案に対して質問
または意見を陳述することができます。

　これから、空気が乾燥し、火災が発生しやすい時季を迎えます。火災の発
生を防止し、尊い命を守るとともに財産の損失を防ぐため、つぎのことに気
を付けましょう。

11月９日（水）～15日（火）は、秋の火災予防運動期間

（画像提供：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議事務局）

3つの安全行動

問住民課　消防防災係　☎52-1115

問建設課　まちづくり係　☎52-1117

問上郡消防署　☎52-5119

①姿勢を低く！ ②体・頭を守って！ ③待つ！
（しゃがむ） （隠れる） （揺れが収まるのを待つ）

●兵庫県立大学附属●兵庫県立大学附属

●●
●●

ダイセル化学工業㈱
西播磨研修センター
ダイセル化学工業㈱
西播磨研修センター

至テクノ中央至テクノ中央

至相生至相生

凸版印刷
播磨工業
凸版印刷
播磨工業 地区整備計画区域

削除箇所

県立大附属高前

44
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問産業振興課　土地改良係　☎52-1116

問住民課　環境衛生係　☎52-1115

ルールを守って、皆が住み良いまちに！

高田幼稚園が優秀賞を受賞

ストップ！不法投棄!!

野焼きはやめましょう!!

播磨圏域連携中枢都市圏の取組として、
「緑のカーテンコンテスト」が実施され、個
人の部・団体の部合わせて各市町から計40点
応募がありました。

８月末に行われた審査会で、個人の部、団
体の部で各最優秀賞１点、優秀賞２点が選ば
れ、団体の部では、高田幼稚園が優秀賞に選
ばれました。

緑のカーテンコンテスト

優秀賞に選ばれた高田幼稚園の緑のカーテン

ため池クリーン
キャンペーン実施中

■廃棄物を不法投棄すると罰則があります
　５年以下の懲役または 1,000万円以下の罰金（法人の場合３億円以下）

■野焼き（野外焼却）には罰則があります
　５年以下の懲役または 1,000万円以下の罰金（法人の場合３億円以下）

■ため池の役割
①地域の農業を支える農業用水源
②洪水や土砂災害などの防止や災害時の水源
③水辺の動植物などの生態系保全

■ため池をキレイに
　草刈りや清掃など、ため池の管理は、地元の
農家の方たちが行っています。しかし、周辺の都
市化や農家の人たちの高齢化で十分な管理がで
きなくなってきていることに加え、汚れた排水の
流入やゴミのポイ捨てで、ため池はその美しい姿
を失いつつあります。
　ため池を守るために、私たち一人ひとりが、た
め池の自然環境を汚さないようにしましょう。

　道路や河川、山林はごみを捨てる場所ではありません。軽い気持ちで捨てたご
みで、多くの人に迷惑がかかります。不法投棄は犯罪であり厳しく処罰されます。
　ごみは町のルールにより分別し、指定のごみステーションに出しましょう。

　野焼きとは、産業廃棄物や家庭ごみ、せん定枝などの不要物を燃やしたり、穴を掘って燃や
したりするほかに、ドラム缶などの簡易な構造の焼却炉（法で定められた基準を満たしていな
い焼却炉）を使用し、焼却することです。
　野焼きは、煙や臭いだけでなく、ダイオキシンなどの有害物質を発生させることもあり、一
部の例外を除き法律で禁止されています。
　現在、野焼きについて苦情が多く寄せられています。家庭などから出たごみや剪定した庭
木、草刈りで出た草などは、燃やさずに町のごみ収集に出しましょう。
　一部の例外として認められた農業用地などでの焼却も、むやみに焼却せず、ビニール・プラ
スチック類の混入を避け、風向き・燃やす量・時間帯などに注意し、周辺の方への配慮をお願
いします。

　ため池クリーンキャンペーンは、美しいた
め池を守り育てるための運動です。
　10月は、ため池クリーンキャンペーンの実
施期間です。
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国民健康保険証が新しくなります

国民年金　任意加入制度

不育症の検査・治療にかかった医療費の一部を助成します

　12月１日から国民健康保険証が新しくなります。
　新しい保険証は、11月18日（金）～20日（日）に、
自宅へ簡易書留郵便でお届けします。不在の場合
は「不在配達通知書」が投函されますので、郵便局
に連絡し、再配達日を指定してください。11月28日
（月）以降は、健康福祉課　国保介護支援室　国
保年金係に連絡してください。
※国民健康保険税を滞納している場合、保険証は

郵送しません。健康福祉課窓口で滞納の理由な
どを聞いた上での更新となります。

※75歳以上（後期高齢者医療制度）の方は、来年８
月に新しい保険証をお届けします。

　60歳までに25年以上国民年金の保険料を納付しておらず、老齢基礎年金を受け取れない方
や、満額受け取れない方で、厚生年金・共済組合に加入していない方は、60歳以降（申し出た
月以降）でも、国民年金に任意加入することができます。

■助成内容
　下記の保険適用外の検査や治療にかかっ
た医療費の 1/2

・不育症のリスク因子の検査
・絨毛染色体検査
・低用量アスピリン療法
・ヘパリン療法（在宅自己注射療法を含む）
※助成する検査、治療の対象期間は１年度

分（４月１日～翌年３月31日まで）です。
※助成回数は１年度内に１回だけです。１

年度分をまとめて申請してください。
※通算の助成回数には制限がありません。

■対象者
・町内に住所を有する法律上の婚姻をしている夫婦
・治療を行った期間の初日における妻の年齢が43歳

未満であること
・２回以上の流産や死産、早期新生児死亡の既往が

あると医師に診断されたことがあること
・夫婦の前年の所得の合計が400万円未満であること
・助成を受けようとする治療などで、他の自治体が

実施する不育症治療の助成を受けていないこと

　申請に必要な書類や申請方法など、詳しくは町
ホームページを確認するか、下記までお問い合わせく
ださい。

申請方法など、詳しくは下記までお問い合わせください。

対象者 対象期間
年金額を増やしたい方 65歳までの間
60歳までに25年以上保険料を納付していない方 70歳までの間
外国に居住する20歳以上65歳未満の日本人 65歳までの間

　今年度の保険証の色は「空色」です。
　新しい保険証が届いたら、国民健康保険加入者全
員の保険証が入っていることを確認してください。
　現在持っている保険証は、役場に返却するか、各自
で確実に裁断処分をしてください。

問健康福祉課　国保介護支援室　国保年金係　☎52-1152

問西播磨成年後見支援センター（たつの市社会福祉協議会内）
　 ☎0791-72-7294

問健康福祉課　国保介護支援室　国保年金係　☎52-1152、　姫路年金事務所　☎079-224-6385

問保健センター　☎52-2188
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高齢者インフルエンザ予防接種の費用を助成します

成年後見　くらしなんでも相談会

■助成対象者
　町内に住民登録がある、次のいずれかに該
当する方
①65歳以上の方（年齢は接種日の満年齢）
②60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓・呼

吸器機能・ヒト免疫不全ウイルスによる障
がいがある身体障害者手帳１級の方

■成年後見制度とは
　認知症や知的障害などで、本人だ
けで金銭管理や契約行為が難しく
なった場合に、本人に代わり財産管
理などをしてもらう制度です。

■相談日時
　10月26日（水）
　13時30分～ 16時
　（受付13時～ 15時30分）

■場所
　上郡町役場第２庁舎　小会議室（予約不要・先着順）
■相談内容
・最近、お金の管理が難しくなってきた。
・訪問販売や悪徳商法の被害を受けている。
・施設の入所を考えているが1人で決めることが不安。
・身寄りがないので今後のことが心配。

≪町外の医療機関で接種を希望する場合≫
　接種前に、必ず保健センターで事前手続きを
してください。接種後の助成はできません。
　また、医療機関によっては助成できない
場合もあります。
◎事前の手続きに必要なもの
・本人確認ができるもの（運転免許証や健

康保険証など）
・印鑑
※代理申請の場合は、代理人の身分証明が

できるものと代理人の印鑑も、上記に加
えて必要です。

※接種医療機関を変更する場合は、再度手
続きが必要です。必ず事前に手続きを
行ってください。

■接種期間
　10月１日（土）～１月31日（火）
■自己負担金
　1,500円（生活保護受給者の方は免除）
※助成を受けられる回数は１回のみです。
■医療機関へ持参するもの
　健康保険証など年齢と住所確認できるもの
※身体障害者手帳（該当者は必ず提出）
※生活保護証明書（該当者は必ず提出）

　65歳以上の方などに対して、インフルエンザ予防接種の一部を助成します。希望する方
は、町内の医療機関で予防接種を受けてください。

　成年後見制度の経験豊富な弁護士が無料で相談に応じます。どなたでもお気軽にお越しください。

問保健センター　☎52-2188
［生活保護受給者の方は、必ず接種前に健康福祉課地域福祉係（☎52-1114）まで電話してください。］

問西播磨成年後見支援センター（たつの市社会福祉協議会内）
　 ☎0791-72-7294

不正軽油は犯罪です！
　不正軽油は、主に灯油やＡ重油を混ぜて、軽油と称して流通しているも
のです。灯油や重油を自動車燃料として消費した場合も軽油取引税が課さ
れます。不正軽油は悪質な脱税行為であり、環境汚染の原因にもなりま
す。また、公正な競争を阻害します。
　不正軽油を販売、購入した者や、不正軽油の製造に使われると知って、
原材料・薬品などを提供した場合、罰せられます。不正軽油を製造する設
備などを提供した者も罰せられます。 問龍野県税事務所　課税第２課　☎0791-72-8520
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　全国の地方公共団体では、財政の早期健全化・再生の必要性を判断する統一的な指標が定められ、
その指標に基づき各自治体の財政状況を公表することとされています。
　早期健全化基準の数値を超えた場合、「財政健全化計画」を作成し、計画の実施状況を毎年度公表し
なければなりません。また、財政再生基準の数値を超えた場合においては、地方債の借入に制限がか
かります。

◉特別会計 ◉企業会計（水道事業） 

◉町の貯金と借金

◉健全化判断比率など

会計名 歳　入 歳　出 差　引
国 民 健 康 保 険 事 業

（事業勘定） 24億753万円 24億661万円 92万円

後期高齢者医療事業 2億1,591万円 2億1,539万円 52万円

介 護 保 険 事 業 17億6,217万円 17億4,097万円 2,120万円

農 業 集 落 排 水 事 業 3億5,077万円 3億5,025万円 52万円

公 共 下 水 道 事 業 8億6,217万円 8億6,087万円 130万円

公 営 墓 園 事 業 1,714万円 1,714万円 0円

ケ ー ブ ル テ レ ビ
管 理 運 営 事 業 9,549万円 7,313万円 2,236万円

簡 易 水 道 事 業 3,191万円 3,144万円 47万円

合 　 　 　 　 計 57億4,309万円 56億9,580万円 4,729万円

収　入 支　出 差引

収 益 的 収 支 4億9,279万円 4億1,723万円 7,556万円

資 本 的 収 支 1億6,406万円 4億2,010万円 ▲2億5,604万円

区　分 平成27年度 平成26年度 増減額 増減率

基
金
（
貯
金
）

財政調整基金 4億7,031万円 4億734万円 6,297万円 15.5%

減債基金 2,024万円 24万円 2,000万円 8333%

特定目的基金 1億5,271万円 7,103万円 8,168万円 115%

基金合計 6億4,326万円 4億7,861万円 1億6,465万円 34.4%

町
債
（
借
金
）

一般会計 97億6,352万円 99億5,821万円 ▲1億9,469万円 ▲2％

特別会計 105億7,812万円 109億7,377万円 ▲3億9,565万円 ▲3.6％

企業会計（水道会計） 7億7,018万円 8億2,126万円 ▲5,108万円 ▲6.2％

町債合計 211億1,182万円 217億5,324万円 ▲6億4,142万円 ▲2.9％

区　分 内容 平成27年度 平成26年度 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 普通会計の赤字から財政運営の深刻度をみる
比率 － － 14.96% 20.0%

連結実質赤字比率 全ての会計の赤字から財政運営の深刻度をみ
る比率 － － 19.96% 30.0%

実質公債費比率 借金の返済額などの大きさから資金繰りの危
険度をみる比率 18.5% 18.1% 25.0% 35.0%

将来負担比率 町が抱える負債の残高から将来財政への圧迫
度をみる比率 228.5% 238.6% 350.0%

資金不足比率 公営企業会計ごとの事業規模に対する資金不
足をみる比率 － － 20.0%

　平成27年度の決算がまとまりました。決算は、１年間の収入と支出を分類し、集計したものです。決算
を通して、町の財政が現在どのような状態にあるのか、その概要を皆さんにお知らせします。
※決算額は千円以下を四捨五入しているため、合計で一致しない場合があります。

※資本的収支の不足額は、過年度分損益勘定留保資金などで
補てんしました。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、黒字であり比率がないため、「－」で表示しています。
※資金不足比率は、資金不足額がありませんので、「－」で表示しています。

問企画政策課　財政管理室　財政係　☎52-1112

平成27年度 決算報告

14 ページに続く
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平成27年度 決算報告

 都市計画税の有効活用 
　都市計画税は、土地区画整理事業や都市計画事業に充当することを目的とする税金です。平成27年
度都市計画事業の一般財源負担分は８億9,323万円で、このうち都市計画税9,657万円が充当されていま
す。

 歳入 
　歳入決算額は、前年度比1.6%増の 73億1,503万円とな
りました。これは主に消費税の税率改正に伴い、地方消
費税交付金が前年度比65.8％（１億1,133万円）増加した
ことによります。一方で、町税収入が評価替えに伴う固
定資産税の減、納税義務者の減少による個人町民税の減
により前年度比2.2％（5,656万円）の減となりました。
　収入構成からみると、自主財源である町税収入が最も
多く、24億9,961万円で全体の 34.2% を占め、次いで、
国からの地方交付税が 20億4,471万円で全体の 28% を占
めており、町の大きな財源となっています。なお、町の
借入額（町債）は、6億4,597万円で、歳入全体の 8.8% と
なっています。

 歳出 
　歳出決算額は、前年度比0.6％増の 71億4,975万円となりまし
た。これは主に、国民健康保険事業の財政基盤強化のための
繰出金が前年度比26.1%（2,532万円）増加したことによります。
　支出構成からみると、支出することが法律的に義務付け
られている経費（義務的経費）である人件費、扶助費および
公債費が 29億5,896万円で全体の約41.4％を占めています。
　また、道路や学校などの建設事業や災害復旧に必要な
経費（投資的経費）は、４億9,273万円で全体の 6.9% を占
めています。主に道路橋梁維持事業で１億245万円、高田
西部地区ほ場整備事業で 3,120万円となりました。
　なお、町債返済額（公債費）は９億7,065万円で、歳出全
体の 13.6% となっています。

平成27年度都市計画事業費の内訳　　　　　　　　　　　 　※国・県支出金や町債などの特定財源を除いています。

◉一般会計 
歳　入 歳　出 差　引 翌年度繰越財源 実質収支

平成27年度 73億1,503万円 71億4,975万円 1億6,528万円 609万円 1億5,919万円
平成26年度 72億130万円 71億1,014万円 9,116万円 253万円 8,863万円

増減額 1億1,373万円 3,961万円 7,412万円 356万円 7,056万円

事業名 下水道事業 土地区画整理事業 地方債償還 合計
事業費 3,044万円 2,499万円 8億3,780万円 8億9,323万円

町債
6億4,597万円
8.8％

その他
3億6,789万円
5.0％

地方譲与税
9,923万円

1.4％

交付金
3億8,959万円

5.3％

国庫支出金
5億9,150万円

8.1％

県支出金
4億6,307万円

6.3％

繰入金
1,689万円

0.2％

繰越金
4,116万円

0.6％

使用料および手数料
1億5,541万円

2.1％ 町税
24億9,961万円
34.2％

地方交付税
20億4,471万円
28.0％

維持補修費
6,354万円
0.9％

積立金
1億2,456万円

1.7％

投資および出資金費
775万円
0.1％

人件費
11億9,219万円
16.7％

物件費
10億8,358万円
15.2％

扶助費
7億9,612万円
11.1％補助費など

10億5,246万円
14.7％

投資的経費
4億9,273万円

6.9％

公債費
9億7,065万円
13.6％

繰出金
13億6,618万円
19.1％

平成27年度 決算報告
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上郡町の健全化判断比率などは、いずれの数値も早期健全化基準を下回っていますが…

地方消費税率の引き上げ分に係る使途の明確化

　上郡町の財政は、指標上は基準範囲内ではありますが、経済情勢、少子高齢化や人口減少の影
響により、自主財源である町税は減少傾向にあります。その一方、介護・医療費などの社会保障関
係経費は増加傾向にあり、さらに厳しい財政状況が予想されます。
　こうした状況の中、必要な財源を確保・捻出し、限られた経営資源（人材・資産・財源・情報）を有
効活用し、持続可能な財政運営に努めていきます。

　平成26年４月１日より消費税率
（国・地方）が５％から８％に引き
上げられたことに伴い、地方消費
税交付金の増収分は、その使途を
明確化し、社会保障施策に要する
経費に充てるものとされています。
　平成27年度上郡町一般会計決算
における、地方消費税交付金（社会
保障財源化分１億2,233万４千円）
の社会保障施策経費への充当状況
は、次のとおりです。

◉平成27年度水道事業会計決算
■業務の状況
　給水状況は、前年度に比べ、給水栓数19栓減の 6,376
栓、年間配水量が 5万1千㎥減で、222万1千㎥となりま
した。有収水量は、5万㎥減で、197万5千㎥になりました。
　また、有収率は、老朽配水管改良工事などによる洗
管水や配水管漏水などにより、88.9％となりました。

■建設改良事業の状況
　千種川河川災害復旧等関連緊急事業に伴う苔縄橋配水
管架設工事のほか、梨ヶ原地区、行頭地区、駅前地区、
井上地区で配水管更新工事などを実施しました。

■経理の状況
　収益的収支は、総収益4億6,629万5千円（前年度比90万8千円増）、総費用4億208万7千円（前年度
比373万円増）となり、その結果6,420万7千円（前年度比282万2千円減）の純利益となりました。
　内訳は、営業収支において収益3億2,745万2千円に対し、費用3億8,410万9千円になり、5,665万7
千円の赤字になりましたが、営業外収支において、収益1億3,884万3千円に対し、費用1,797万8千円
となり、1億2,086万5千円の利益となったことが要因です。
　資本的収支は、収入1億6,406万4千円に対し、支出4億2,010万円となりました。
■企業債の状況

問決算に関すること：企画政策課　財政管理室　財政係　☎52-1112
　水道事業会計決算に関すること：上下水道課　上水道係　☎52-0097

期首現在高 本年度借入金額 本年度償還額 期末残高

8億2,125万6,104円 0円 5,107万6,204円 7億7,017万9,900円

区分 単位 27 年度 前年度
比較増減

年度末給水人口 人 15,254 △ 333
普及率 ％ 98.9 0.0

年度末給水栓数 栓 6,376 △ 19

配水量
年間 ㎥ 2,221,546 △ 51,337

一日平均 ㎥ 6,086 △ 141

有収水量
年間 ㎥ 1,975,578 △ 50,796

一日平均 ㎥ 5,398 △ 154
一日最大配水量 ㎥ 7,262 △ 835

有収率 ％ 88.9 △ 0.3

平成27年度 決算報告

社会保障施策 充当額 内　　訳

社会福祉 4,784万8千円
障がい者福祉事業1,146万４千円
高齢者福祉事業141万８千円
子ども・子育て事業2,894万４千円
その他福祉事業602万２千円

社会保険 5,633万7千円
介護保険事業2,692万9千円
後期高齢者医療事業2,310万4千円
国民健康保険事業630万4千円

保健衛生費 1,814万9千円

健康増進事業14万4千円
予防対策事業443万円
母子保健事業93万3千円
救急医療体制確保事業129万8千円
医療費助成事業667万1千円
その他保健衛生467万3千円
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いきいき百歳体操　全体交流会開催

糖尿病重症化予防教室

広げよう　いきいき百歳体操の輪

NO し・め・じ教室　参加者募集

女性のためのチャレンジ相談

■いきいき百歳体操とは
　介護が必要となる原因の多くを占める足腰の衰え、転倒・骨折などを予防するた
めに開発された、筋力運動です。自分に合った重りをつけ、椅子に座ってゆっくり
手足を動かす体操で、週１～２回運動するだけで、効果を維持・向上させることが
できます。町内では現在20団体が活動中で、毎週楽しくにぎやかに体操しています。
　全体交流会では、これから取り組みたいグループも大歓迎です。体験者の「生の声」を聞きに、
ぜひこの機会に参加してください。

　あなたは糖尿病と言われたり、糖尿病治療をしたりしていませんか？高血糖が長く続くと様々
な合併症がでてきます。主な合併症は、「神経（し）（神経障害）」、「眼（め）（糖尿病性網膜
症）」、「腎（じ）（慢性腎臓病）」で、頭文字をとって「し・め・じ」と言われています。合併症
を予防し、健康に過ごすために、一歩踏み出してみませんか？

　再就職や起業、地域活動など新たなチャレンジを目指す女性や、今後の自らの働き方やライフプ
ランを考えたいという女性などを対象に相談会を行います。資格や支援につながる豊富な経験を持
つ相談員が対応します。相談時間は約50分で、個別相談、予約制です。（お子様同伴で相談可能）

■日時
　11月９日（水）　13時30分～ 15時30分
■場所
　スポーツセンター　総合アリーナ
■対象者
　現在活動中の団体メンバー、体操に興味
のあるおおむね５人以上の新規グループ

■対象　74歳以下の方で、
健康診断の結果、HbA1cが
6.5以上の方またはHbA1cが
6.0以上でeGFRが60以下の方
■定員　20人
■費用　900円（糖尿病食品
交換表は別途料金必要）
■申込方法　下記まで電話
で申し込みください。
（定員になり次第締切）

■日時　11月18日（金）
　①11時～　②13時～　③14時～
■場所　生涯学習支援センター

■相談員　西本　恭子さん（特定社会保険労務士）
■申込方法　11月15日（火）までに、下記へ電話または
メールでお申込みください。

■内容
　実践発表会、講師による講話・実技指導、座談会など
■申込方法
　活動中の団体メンバーは代表者を通じて申し込み
ください。それ以外の方は、必ず事前に電話で下記
まで申し込みください。

問■申地域包括支援センター　☎52-1152

問■申保健センター　☎52－2188

問■申教育総務課　総務・文化財係　☎52-2911　Ｅメール：syakai@town.kamigori.lg.jp

日　時 内　容 場　所
12月９日（金）

10時～ 11時30分 「し・め・じ」を知ろう（講話）
保健センター

12月20日（火）・21日（水） 保健師、管理栄養士による
個別相談

１月13日（金）
９時30分～ 13時

すき焼きから食品交換表を
知ろう！ 生涯学習支援センター

１月31日（火）
10時～ 11時30分 運動と体力測定 保健センター

２月10日（金）
９時30分～ 13時

減塩で腎臓にやさしいご飯
味噌汁の塩分測定 生涯学習支援センター３月10日（金）

９時30分～ 13時 バイキングで適量を知ろう



16広報かみごおり　10月号

■日程　10月30日（日）／ 11月13日（日）・29日
（火）／ 12月18日（日）／１月22日（日）・27日（金）
／２月12日（日）・19日（日）／３月12日（日）
■時間　10時～ 11時
　※11月29日（火）のみ 13時～ 14時
■場所　スポーツセンター　トレーニングルーム
■内容　トレーニング器具の基本的な使用方法の説明
■対象　18歳以上の方（トレーニングジム初心者）
■定員　各回15人　※原則１人１回まで
■料金　無料
■申込方法
　各開催日の前日までにス
ポーツセンターに電話で申し
込みください。
■持ち物
　動きやすい服装、体育館
シューズ、タオル、飲み物

第51回 町民ロードレース大会を
開催します

■日時　12月23日（金・祝）９時～
　　　　（小雨決行）
■場所　スポーツセンター周辺
■対象者
　長距離走に耐えられる健康な方
　高校生以下は、保護者の承諾を受けた方
※９～ 21部の町外参加者はオープン参加。

（町内在住・在勤、町内スポーツクラ
ブ加入者は本参加）

■参加料
　1人100円（親子は 1組100円）
　※当日徴収
■申込方法
　スポーツセンターに設置の申込用紙に必
要事項を記入し、提出してください。
■申込期限　12月11日（日）17時

■日時　１月８日（日）10時30分～ 13時
　　　　（受付10時～）
■場所　生涯学習支援センター
■内容
　10時　受付開始
　10時30分　アトラクション、式典 など
　12時　歓談
　13時　終了
■対象者
　平成8年4月2日～平成9年4月1日生まれ
の町内在住または出身の方
※平成29年以降の成人式は、開催日が「成

人の日」前日の日
曜日に変更になり
ます。

大会種目などの一覧

町民ロードレース大会を

問■申スポーツセンター　☎52-4433

問■申スポーツセンター　☎52-4433

問■申有限会社チアーズ　☎086-484-0020

問教育総務課　総務・文化財係　☎52-2911

問生涯学習支援センター　☎52-1125

会場：生涯学習センター・つばき会館

部門 距離 種目 部門 距離 種目
１部

５km
高校生以上男子 11 部

1.5km

小学２年生男子
２部 30 歳以上男子 12 部 小学２年生女子
３部 中学生男子 13 部 小学３年生男子
４部

３km

高校生以上男子 14 部 小学３年生女子
５部 30 歳以上男子 15 部 小学４年生男子
６部 中学生男子 16 部 小学４年生女子
７部 中学・高校生以上女子 17 部 小学５年生男子
８部 30 歳以上女子 18 部 小学５年生女子
９部 1.5km 小学１年生男子 19 部 小学６年生男子
10 部 小学 1 年生女子 20 部 小学６年生女子

21 部 １km 親子

初心者のための
トレーニングジム体験
講習会（後期）

平成29年
成人のつどい開催

成人の皆さんの参加を
心よりお待ちしております。

モロげんきくん
健康ポイント
1ポイント
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■日時　11月13日（日）
　１部：10時～13時　２部：14時～17時
■場所　レ・マーニ
　　　   （岡山県備前市吉永町岩崎741）
■募集人数・条件
　１部：30歳～45歳の独身男女各20人程度
　２部：25歳～37歳の独身男女各20人程度
※男性は赤穂市・備前市・上郡町在住、在勤の

方。または結婚を機に３市町へ移住を考えて
いる方。

※女性は地域制限なし

■参加費
　男性3,500円、女性2,500円（食事代込）

　申込方法など詳しくは、町ホームページを確認
するか、下記までお問い合わせください。（申込
期限：10月26日（水）18時）
※応募者多数の場合は抽選。

上郡町文化祭開催上郡町文化祭開催

問■申有限会社チアーズ　☎086-484-0020

◉美術展

◉生花展・盆栽展

◉茶会

◉文化協会発表会

◉俳句大会 ◉短歌大会

◉洋楽・器楽の集い

10月22日（土）～ 30日（日）
９時～ 17時
※最終日は 15時終了

11月２日（水）～３日（木・祝）
９時～ 17時
※最終日は 15時終了

11月２日（水）～３日（木・祝）
10時～ 16時

11月３日（木・祝）
10時～ 15時30分

11月13日（日）
９時30分～ 11時30分

11月13日（日）
13時～ 15時

10月23日（日）
13時～ 16時

問生涯学習支援センター　☎52-1125

皆さんのご参加、ご来場を
お待ちしております！！

会場：生涯学習センター・つばき会館

赤穂市、備前市、上郡町共同企画
カップリングパーティー in レ・マーニ開催

広告

　雰囲気抜群のイタリアンレストランで自慢の料理を楽しみながら、素敵な出会いを見つけませんか？
　一人での参加や初めての方でもスタッフがサポートいたします。
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　９月27日（火）、スポーツセンターで、子育て学習セ
ンターの運動会が行われました。この日は、すこやか
子育て教室に通う 35組91人の親子が参加。
　参加者たちは、始めに親子で体操を行った後、ハイ
ハイ・ヨチヨチ競争やかけっこ、玉入れなどを行いま
した。この他にも、年齢ごとにフープ遊びや足けり乗用
車を使ったリレー、大玉ころがしなど、親子でふれあ
いながら楽しく体を動かしました。
　参加者は「家に居るとこんなに走り回ったりできない
ので、子どももいきいきしていて、とても楽しそうで
した。広い場所で体を動かす運動会ができて良かった
です。」と話しました。

　９月６日（火）、山野里幼稚園で親子クッキングが行わ
れました。この日は９月生まれの友だちを幼稚園全体
でお祝いする誕生会。年長のもも組の子どもたち 19人
と、お手伝いで来てくれたお母さん５人が、ハヤシライ
スと豆乳プリンを作りました。子どもたちは、お母さん
に教えてもらいながら野菜を切ったり、交替で鍋をか
き混ぜたりと、力を合わせて料理に挑戦しました。
　料理を終えた子どもたちは、「にんじんがかたかった
けど、野菜を切るのは楽しかった！」、「鍋を混ぜるのが
楽しかった！」、「小さい組やお誕生日の子が喜んでくれ
るように愛情を込めて作ったよ！」など、次々と感想を
話しました。
　誕生会では、お母さんから子どもたちにお祝いのメッ
セージが送られたり、歌を歌ったりした後、出来上がっ
た料理を皆で食べました。

愛情たっぷり込めて作ったよ！親子クッキングに挑戦

かわりばんこに豆乳をかき混ぜる子どもたち

ま ち の話題

負傷者を竹と毛布でできた担架で運ぶ救急救命訓練

　９月11日（日）に赤松公民館と子育て学習センター
で、上郡町・赤松地区合同防災訓練が行われました。
　訓練には自治会や消防団、消防署、警察署など、合
わせて約120人が参加。大型の台風が接近している
想定のもと、自治会は屋外拡声器を用いた実践的な
避難訓練、町などは情報周知訓練や災害対策本部な
どの設営運営訓練を行いました。
　避難訓練後は、上郡消防署・消防団の協力により、
水消火器訓練や煙体験訓練、豪雨体験訓練、救急救
命訓練、ドローン実演見学など、様々な種類の訓練を
体験し、災害時に役立つ知識と技能を学びました。

平時から災害への備えを！上郡町・赤松地区合同防災訓練

　９月23日（金）、秋の全国交通安全運動に合わせ、
あゆみ橋東詰めの交差点で、シートベルト着用キャ
ンペーンが行われました。
　この日は、上郡高校の生徒や相生警察署、上郡交
通安全協会、地域ふれあいの会など53人が参加。ド
ライバーたちに、上郡高校の生徒たちが育てた花の
苗300株と啓発チラシを手渡しながら、シートベルト
着用や思いやりのある交通行動を呼びかけました。
　約１時間の呼びかけを終え、上郡高校の生徒は、
「自分たちが育てた花の苗を笑顔で受け取ってくれ
て、『ありがとう、交通安全に気を付けるよ。』と声
をかけてもらえ、とても嬉しかったのと同時にやり
がいを感じています。」と話しました。

一緒に体を動かし、楽しく親子ふれあい９月21日～30日 秋の全国交通安全運動

子育て学習センター運動会思いやりのある交通行動を呼びかけ

お母さんや兄弟に応援されながらゴールまでハイハイ苗を一つ一つ手渡しながらドライバーに呼びかける生徒たち

上郡消防署で普通救命講習
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　９月17日（土）、上郡中学校で体育大会が行われ、１
日を通して学級対抗リレーや綱引き、学年対抗のミニ綱
ムカデ（１年生）、二人三脚綱ムカデ（２年）、大綱ムカデ
（３年生）などの熱い戦いが繰り広げられました。
　また、競技の間には、全校女子生徒によるチアリー
ディングと全校男子生徒による組体操が行われました。
　チアリーディングでは、明るくアップテンポな曲に
合わせ、女子生徒たちが、笑顔と元気あふれるダン
スで、観客たちを魅了しました。組体操は、「扇」か
ら始まり、「城」や「４段旗竿」などの男子生徒たち
の一体感あふれる力強い演技が成功すると、会場か
ら盛大な拍手が送られました。

　９月21日（水）、上郡高校の神野先生の指導のも
と、鞍居地区村づくり協議会の９人が、鞍居公民館
でクライモモのコンポート作りを行いました。
　この日、コンポートに使用したクライモモは、上
郡高校の園芸科の生徒と同協議会が共同で栽培し、
今年収穫したばかりのもの。今年のクライモモは
糖度が 13 ～17 あり、大きさはテニスボールほど。
甘さの中に少し苦味を感じる大人な味が特徴です。
　来年はクライモモの収穫量の増加が見込まれる
ことから、本格的な商品化に向けて、参加者たち
は調理方法や使用する材料の分量を調節しながら、
試作品づくりに取り組みました。
　参加者は「クライモモを美味しく仕上げるために
は、まだまだ研究が必要です。早く商品化するのが
楽しみです。」と、意欲を語りました。

　第10回ひめじ家島オープンウォータースイミング
大会の3.2km高校生～39歳女子の部で優勝を果た
し、第92回日本選手権水泳競技大会に出場を決め
た濱田凛選手（県立姫路商業高等学校２年・駅東出
身）が、８月30日（火）に町長室を訪れました。
　濱田選手は、９月25日（日）に行われた日本選手
権のオープンウォーター10km女子の部に出場しま
した。濱田選手は、「自分の強みは、後半の追い上げ
が強いことだと思います。今まで泳いだことのない
距離に加え、日本選手権には初めて出場するので、ど
うなるかはわからないけれど、最後まで精一杯泳ぎ
ます。」と、力強く大会への意気込みを語りました。

水泳・濱田選手が遠山町長を表敬訪問日本選手権での決意を表明

日本選手権水泳競技大会へ出場する濱田凛選手

ま ち の話題

胸骨圧迫とAEDを使った心肺蘇生法の実技に取り組む参加者たち

　９月５日（月）、上郡消防署で、普通救命講習会が
行われました。この日参加したのは、町内の学校園
所職員などの 14人。参加者たちは、初めにDVD
で救命処置の大切さを学びました。その後、成人・
小児・乳児の体の大きさに応じた心肺蘇生法を、実
際に一人ひとりが体験しました。
　講習を終えて、「救急車が到着するまでの応急処
置が、命の助かる可能性に大きく影響することが
わかりました。今までは AEDに触るのも怖いなぁ
と思っていましたが、実際に手にしてみると、想像
していたよりも簡単だと安心しました。大切な命を
救うことができるなら、“いざ”という時には、救
命処置に協力していこうと思います。そのためには、
講習や訓練に参加しておくことが大切だと感じまし
た。」と参加者は話しました。

いざという時に備えて応急手当を習得上郡消防署で普通救命講習

元気と笑顔あふれる演技を披露 ワインと砂糖で甘酸っぱく煮込みました

上郡中学校　体育大会 クライモモ コンポート作り

笑顔満開の演技で会場を魅了したチアリーディング 試作品づくりを終えて笑顔を見せる同協議会のメンバー
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広告

議会事務局 
企画政策課 
総務課（代表）
税務課 
住民課 

健康福祉課
・障害者支援センター 

・にしはりま環境事務組合

・訪問看護ステーション

・子育て学習センター 

・保健センター 
・国保介護支援室 

産業振興課 
・観光案内所 
農業委員会 
建設課 
上下水道課［與井380番地］
・上水道係 
・下水道係 
会計課 
〔教育委員会〕
教育総務課

・学校給食センター
教育推進課

・生涯学習支援センター
・つばき会館 

・青少年育成センター 

・郷土資料館 
・スポーツセンター 

社会福祉協議会 

52-3512
52-1112
52-1111
52-1113
52-1115

0790-79-8550
52-1114
57-2233
52-2400

52-6181

52-2188
52-1152

52-1116
52-6959
52-1116
52-1117

52-0097
52-1119
52-1120

52-2911

57-3633
52-2912

52-1125
52-1125

52-5500

52-3737
52-4433

52-2910

☎
☎
☎
☎
☎

☎
☎
☎
☎

☎

☎
☎

・地域包括支援センター 52-1152☎
☎
☎
☎
☎

☎
☎
☎

☎

☎
☎

☎
☎

☎

☎
☎

☎

役場各課・関係機関
直通電話（市外局番0791）

役場各課への
お電話は
直通番号を
ご利用ください
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町
で
は
、
空
き
家
な
ど
の
適
切
な
管

理
を
図
る
た
め
、
放
置
す
る
こ
と
が
不

適
切
な
空
き
家
な
ど
の
対
策
の
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
町
民
の
視
点
か
ら
空

き
家
対
策
な
ど
に
対
す
る
意
見
や
提
案

を
い
た
だ
け
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格 

つ
ぎ
の
要
件
を
満
た
す
方

・
町
内
在
住
で
満
20
歳
以
上
（
平
成
28

年
４
月
１
日
現
在
）

・
上
郡
町
の
議
員
ま
た
は
常
勤
の
職
員

で
な
い

・
税
金
や
使
用
料
な
ど
の
公
共
料
金

を
、
適
正
に
納
付
し
て
い
る

募
集
人
員 

１
人（
選
考
あ
り
）

活
動
内
容 

上
郡
町
空
き
家
等
対
策
協

議
会
（
年
２
回
程
度
）
に
出
席
し
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
町
民
の

視
点
か
ら
空
き
家
対
策
な
ど
に
対
す
る

意
見
、
提
案
を
行
う
。

※
会
議
に
出
席
し
た
場
合
、
謝
金
支
給

任
期 

平
成
28
年
12
月
～
２
年
間
（
予

定
）

応
募
期
限 

10
月
31
日（
月
）

応
募
方
法 

応
募
用
紙
に
﹁
上
郡
町
の
空

き
家
対
策
等
﹂
に
つ
い
て
、
８
０
０
字

以
内
の
作
文
を
添
え
、
建
設
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
な
ど
は
、
建
設
課
窓
口
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
■申
建
設
課　

ま
ち
づ
く
り
係

☎
５
２
・
１
１
１
７

　
　

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
　

　

普
通
町
営
住
宅

■
土
井
住
宅 
２
号･
３
号･

４
号
（
３

Ｄ
Ｋ
）

建
物
構
造 

簡
易
耐
火
造
２
階
建

10
31
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所
在
地 

尾
長
谷
１
４
５
２
番
地
20

家
賃
月
額 

１
５
，
８
０
０
円
～
２
３
，

６
０
０
円

入
居
可
能
人
数 

２
人
以
上

■
安
室
ヶ
丘
住
宅　

39
号･

42
号･

46
号

･

48
号（
３
Ｄ
Ｋ
）

建
物
構
造 

木
造
２
階
建

所
在
地 

山
野
里
６
９
８
番
地
３

家
賃
月
額 

１
８
，
１
０
０
円
～
２
７
，

０
０
０
円

入
居
可
能
人
数 

２
人
以
上

■
ハ
イ
ツ
あ
ゆ
み
Ｂ
棟　

２
０
７
号

（
１
Ｄ
Ｋ
）

建
物
構
造 

Ｒ
Ｃ
造
４
階
建

所
在
地 

竹
万
２
３
３
０
番
地

家
賃
月
額 

１
４
，
７
０
０
円
～
２
１
，

９
０
０
円

入
居
可
能
人
数 

１
人
以
上

申
込
期
間 

10
月
28
日
（
金
）
～
11
月
14

日（
月
）　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
祝
を
除
く

住
宅
見
学
日 

10
月
28
日
（
金
）　

８
時

30
分
～
11
時
30
分
（
建
設
課
へ
必
ず
予

約
し
て
く
だ
さ
い
）

抽
選
日 

11
月
16
日（
水
）

入
居
許
可
日 

12
月
１
日（
木
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

■
ハ
イ
ツ
カ
メ
リ
ア

建
物
構
造 

Ｒ
Ｃ
構
造
８
階
建

所
在
地 

山
野
里
２
３
６
４
番
地
１

①
２
０
３
号
・
３
０
２
号
・
４
０
２
号
・

６
０
３
号
・
８
０
３
号（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額 

５
８
，
０
０
０
円

入
居
可
能
人
数 

２
人
以
上

②
２
０
１
号
・
３
０
１
号
・
４
０
１
号
・

６
０
１
号
・
８
０
１
号（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額 

６
２
，
０
０
０
円

入
居
可
能
人
数 

２
人
以
上

申
込
期
間 

通
年　

８
時
30
分
～
17
時

15
分　

先
着
順

※
土
日
祝
を
除
く

　

申
込
条
件
や
書
類
な
ど
の
手
続
き
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
■申
建
設
課　

ま
ち
づ
く
り
係

☎
５
２
・
１
１
１
７

　
　
　

介
護
者
の
つ
ど
い
を
行
い
ま
す
　
　
　

日
時 
11
月
14
日
（
月
）
10
時
〜
11
時
30

分場
所 
船
坂
サ
ロ
ン
（
旧
船
坂
幼
稚
園
）

内
容 

簡
単
な
小
物
作
り
、
お
茶
会

費
用 

７
０
０
円（
材
料
代
＋
食
事
代
）

対
象
者 

要
支
援
２
以
上
の
方
を
在
宅

で
介
護
さ
れ
て
い
る
方

申
込
方
法 

11
月
１
日(
火)
ま
で
に
、

左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
■申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
５
２
・
１
１
５
２

　

個
人
住
民
税
の
納
期
限
は
　
月
　
日
　

　

個
人
住
民
税
は
、
町
民
税
と
県
民
税

を
あ
わ
せ
た
税
で
す
。

　

給
与
所
得
者
と
65
歳
以
上
の
年
金
受

給
者
は
、給
与
や
年
金
か
ら
天
引
き（
特

別
徴
収
）
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
方
は
、

町
が
送
付
す
る
納
付
書
で
年
４
回
（
原

則
）に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

納
付
書
で
納
め
て
い
る
方
の
第
３
期

分
の
納
期
限
は
、10
月
31
日（
月
）で
す
。

納
付
場
所 

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
（
30
万
円
以
下
の
み
）、

役
場
会
計
課

◎
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
手
続
き
が
で
き
る
場
所
：

税
務
課
ま
た
は
取
扱
金
融
機
関

問
税
務
課　

町
民
税
係☎５

２
・
１
１
１
３

　

土
地
取
引
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！
　

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
し
た

場
合
は
、
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
２
週
間
以
内
に
、
上
郡
町
を
経

由
し
て
知
事
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
が
必
要
な
面
積

市
街
化
区
域
：
２
千
㎡
以
上

市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域
：

５
千
㎡
以
上

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
：
１
万
㎡

以
上

問
建
設
課　

ま
ち
づ
く
り
係

☎
５
２
・
１
１
１
７

　

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ
　

兵
庫
県
最
低
賃
金 

時
間
額
８
１
９
円

（
改
正
前
は
７
９
４
円
）

効
力
発
生
日 
平
成
28
年
10
月
１
日

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
兵
庫
労
働
局　

労
働
基
準
部　

賃
金
課

☎
０
７
８
・
３
６
７
・
９
１
５
４

10
31
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■日時　12月４日（日）
■場所　ラヴィーナ相生
■参加費　3,600円（軽食・ドリンク付）
■申込方法
　申込用紙をファックスまたは郵便で下記
　まで送付してください。
　（申込用紙は役場に設置、または町ホームページからダウンロードできます。）
■申込期限　11月14日（月）

■時間・募集人数など

西播磨地域こうのとり大使による縁結び交流会　
　西播磨地域こうのとり大使の企画・運営により、軽食を楽しみながら運命の人との出会いを演出します。

　
　  

西
播
磨
県
民
局
だ
よ
り

　「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
強
化
週
間   

　

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
つ

い
て
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時 

11
月
14
日（
月
）
～
18
日（
金
）　

８
時
30
分
～
19
時
、
11
月
19
日
（
土
）・

20
日（
日
）　

10
時
～
17
時

相
談
電
話
番
号 

０
５
７
０･
０
７
０･

８
１
０

相
談
担
当
者 

人
権
擁
護
委
員
、
法
務

局
職
員

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

問
神
戸
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課

　

☎
０
７
８
・
３
９
２
・
１
８
２
１

　

介
護
休
業
給
付
金
の
取
扱
が
変
更
　

　

介
護
休
業
を
取
得
予
定
の
方
、
介
護

休
業
給
付
金
を
申
請
予
定
の
事
業
主
の

方
へ
、
平
成
28
年
８
月
１
日
以
降
に
開

始
す
る
介
護
休
業
か
ら
、
介
護
休
業
給

付
金
の
支
給
率
や
賃
金
日
額
の
上
限
額

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
い
変
更
内
容
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
野　

相
生
出
張
所

☎
２
２
・
０
９
２
０

　
　
　
自
衛
官
の
募
集
　
　 

　

■
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

募
集
人
員 

陸
：
６
，
０
６
７
人
、
海
：

６
２
４
人
、
空
：
１
，
２
７
１
人

資
格 

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

受
付
期
限 

年
間
を
通
じ
て
募
集

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生（
一
般
）

募
集
人
員 

２
６
０
人

資
格 

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未

満
の
者

受
付
期
間 

11
月
１
日
（
火
）
～
１
月
６

日（
金
）

■
貸
費
学
生

募
集
人
員 

13
人

資
格 

大
学
の
理
学
部
、
工
学
部
の
３
・

４
年
次
ま
た
は
大
学
院
（
専
門
職
大
学

院
を
除
く
）
修
士
課
程
に
在
学
し
て
い

る
者
で
、
正
規
の
修
業
年
限
を
終
わ
る

年
の
４
月
１
日
現
在
で
26
歳
未
満
の
者

※
大
学
院
修
士
課
程
在
学
者
は
28
歳
未
満

受
付
期
限 
11
月
１
日
（
火
）
～
１
月
10

日（
火
）

　

応
募
受
付
や
試
験
場
所
な
ど
、
詳
し
く

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
■申
自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部　

相

生
地
域
事
務
所　

 

☎
２
３
・
２
７
５
０

　
　

税
に
関
す
る
書
道
・
ポ
ス
タ
ー
展
　
　

　

11
月
11
日
（
金
）
～
17
日
（
木
）
は
、

税
を
考
え
る
週
間
で
す
。

　

相
生
税
務
署
で
は
、
こ
の
期
間
に
小

学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
・
ポ
ス
タ
ー

展
を
行
い
ま
す
。

展
示
期
間 

11
月
11
日
（
金
）
～
17
日

（
木
）

※
左
記
店
舗
の
営
業
時
間
中

展
示
場
所 

ボ
ン
マ
ル
シ
ェ
上
郡
店

問
相
生
税
務
署　

  

☎
２
３
・
０
３
８
０

問■申西播磨出会いサポートセンター　☎58-1311　FAX58-1288

コースＡ コースＢ
時間 11時～15時 11時～14時

対象・
募集人数

25～45歳
男女各25人程度

46～58歳
男女各10人程度
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資
格 

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

受
付
期
限 

年
間
を
通
じ
て
募
集

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生（
一
般
）

募
集
人
員 

２
６
０
人

資
格 

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未

満
の
者

受
付
期
間 

11
月
１
日
（
火
）
～
１
月
６

日（
金
）

■
貸
費
学
生

募
集
人
員 

13
人

資
格 

大
学
の
理
学
部
、
工
学
部
の
３
・

４
年
次
ま
た
は
大
学
院
（
専
門
職
大
学

院
を
除
く
）
修
士
課
程
に
在
学
し
て
い

る
者
で
、
正
規
の
修
業
年
限
を
終
わ
る

年
の
４
月
１
日
現
在
で
26
歳
未
満
の
者

※
大
学
院
修
士
課
程
在
学
者
は
28
歳
未
満

受
付
期
限 

11
月
１
日
（
火
）
～
１
月
10

日（
火
）

　

応
募
受
付
や
試
験
場
所
な
ど
、
詳
し
く

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
■申
自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部　

相

生
地
域
事
務
所　

 

☎
２
３
・
２
７
５
０

　
　

税
に
関
す
る
書
道
・
ポ
ス
タ
ー
展
　
　

　

11
月
11
日
（
金
）
～
17
日
（
木
）
は
、

税
を
考
え
る
週
間
で
す
。

　

相
生
税
務
署
で
は
、
こ
の
期
間
に
小

学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
・
ポ
ス
タ
ー

展
を
行
い
ま
す
。

展
示
期
間 

11
月
11
日
（
金
）
～
17
日

（
木
）

※
左
記
店
舗
の
営
業
時
間
中

展
示
場
所 

ボ
ン
マ
ル
シ
ェ
上
郡
店

問
相
生
税
務
署　

  

☎
２
３
・
０
３
８
０

生
活
習
慣
を
改
善
し
て

糖
尿
病
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

食
育
だ
よ
り

食
育
だ
よ
り

問保健センター
　 ☎52-2188

　

糖
尿
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
食

事
の
改
善
と
運
動
で
す
。「
血
糖
値

が
ち
ょ
っ
と
高
め
」
の
状
態
か
ら
生

活
習
慣
を
見
直
し
、
で
き
る
こ
と
か

ら
改
善
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
次

の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
、
糖
尿
病
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

 

■
糖
尿
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト 

①
肥
満
に
注
意
！

　

脂
肪
が
蓄
積
す
る
と
、
血
糖
を
下

げ
る
よ
う
に
働
く
ホ
ル
モ
ン
「
イ
ン

ス
リ
ン
」
が
十
分
に
作
用
し
な
い
「
イ

ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
」
と
い
う
状
態
を

招
き
ま
す
。

　

こ
の
状
態
に
陥
る
と
ブ
ド
ウ
糖
が

う
ま
く
利
用
さ
れ
な
く
な
り
、
血
糖

値
が
上
昇
し
ま
す
。
特
に
腹
部
肥
満

（
腹
囲
が
男
性
₈₅
㎝
以
上
、
女
性
₉₀

㎝
以
上
）
の
人
は
悪
影
響
が
強
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
甘
い
物
に
注
意
！

　

ケ
ー
キ
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
饅
頭

な
ど
に
含
ま
れ
る
糖
質
は
血
糖
値
を

急
激
に
上
げ
る
の
で
、
控
え
め
に
し

ま
し
ょ
う
。

③
野
菜
は
１
日
３
５
０
ｇ
以
上
食
べ
る

　

野
菜
や
海
藻
な
ど
に
多
く
含
ま
れ

る
食
物
繊
維
に
は
、
血
糖
値
の
上
昇

を
抑
え
る
働
き
が
あ
る
た
め
、
積
極

的
に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
水
分
補
給
は
水
や
お
茶
を
！

　

清
涼
飲
料
水
は
、
糖
質
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
控
え
め
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
に
注
意
！

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
中
性
脂
肪
を
増
や

し
、
肥
満
を
招
き
ま
す
。
ま
た
、
食

欲
増
進
効
果
も
あ
る
の
で
、
食
べ
過

ぎ
に
つ
な
が
る
た
め
、
適
量
を
守
り

ま
し
ょ
う
。（
日
本
酒
な
ら
１
日
１

合
、
週
に
２
日
は
休
肝
日
を
設
け
ま

し
ょ
う
）

⑥
定
期
的
に
運
動
を
！

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運

動
を
行
う
と
、
筋
肉
な
ど
へ
取
り
込

ま
れ
る
ブ
ド
ウ
糖
の
量
が
増
え
、
血

糖
値
の
上
昇
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

　

糖
尿
病
に
な
り
、
高
血
糖
が
長
く

続
く
と
様
々
な
合
併
症
が
で
て
き
ま

す
。
３
大
合
併
症
は
、
神
経
障
害
、

網
膜
症
、
腎
症
で
す
。
ま
た
、
脳
卒

中
や
心
筋
梗
塞
に
２
〜
３
倍
な
り
や

す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
の

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
糖
尿
病
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

おすすめ
レシピ
おすすめ
レシピ
(高田陽光保育園提供)(高田陽光保育園提供)

秋の香りご飯
　旬の食材を使った炊き込み
ご飯です。園児にも好評のメ
ニューです。

鶏もも肉　100g、油揚げ　１枚、
さつまいも　200g、人参　1/3本、
しめじ　1/2パック、まいたけ　
1/2パック、干ししいたけ　２枚、
米　３合、白だし　70ml、しょうゆ
　20ml、酒　20ml、みりん　20ml

①鶏肉は小角に切り、酒小さじ１、
しょうゆ小さじ１で下味をつけてお
く。（分量外）

②さつまいもは、皮をむき１㎝の角切
りにし、水にさらす。しめじ、まいた
けはほぐす。

③油揚げ、人参、もどした干ししいた
けは千切りにする。

④しいたけのもどし汁で①と③を煮
て、調味料を加えて、きのこ類、さ
つまいもを加えてひと煮する。

⑤炊飯器に米を入れ、煮汁と白だしを
入れ、炊飯器の３合のところまで水
を入れて、具材を入れて炊飯する。

材料（６人分）

作り方
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第
₁₇
回
コ
ス
モ
ス
杯
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳

大
会 

６
月
５
日

【
女
子
】
▼
₂₅
Ｍ
背
泳
ぎ
①
永
井
勝
代

▼
₅₀
Ｍ
背
泳
ぎ
①
永
井
勝
代
▼
１
０
０

Ｍ
背
泳
ぎ
①
永
井
勝
代
▼
１
０
０
Ｍ
フ

リ
ー
リ
レ
ー
①
土
居
ま
ち
子
・
平
塚
恵

美
・
永
井
勝
代
・
河
村
美
樹
▼
１
０
０

Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
①
永
井
勝
代
・
河

村
美
樹
・
平
塚
恵
美
・
土
居
ま
ち
子

【
混
合
】
▼
１
０
０
Ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

①
松
尾
崇
史
・
土
居
ま
ち
子
・
永
井
勝

代
・
高
野
厚
志

第
₁₄
回
神
河
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
大
会

 

６
月
₂₆
日

【
女
子
】
▼
₂₅
Ｍ
自
由
形
①
永
井
勝
代

▼
₂₅
Ｍ
背
泳
ぎ
①
永
井
勝
代
▼
₅₀
Ｍ
背

泳
ぎ
①
永
井
勝
代
▼
１
０
０
Ｍ
背
泳
ぎ

①
永
井
勝
代

【
混
合
】▼
１
０
０
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

①
永
井
勝
代
・
高
野
厚
志
・
河
村
美
樹
・

岩
蕗
豊
克

第
₁₃
回
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ｉ　

Ｃ
Ｕ
Ｐ
国
際
少
年

柔
道
大
会 

８
月
７
日

▼
２
年
生
の
部
③
星
尾
勇
希

上
郡
町
民（
夏
季
）
卓
球
大
会

 

８
月
₁₄
日

【
男
子
】
▼
シ
ン
グ
ル
ス
①
西
川
辰
男

②
大
本
徹
③
岸
本
州
彦
③
松
田
直
樹

【
女
子
】
▼
シ
ン
グ
ル
ス
①
松
岡
和
子

②
清
水
己
代
子
③
古
林
あ
や
子
③
尾
上

千
鶴
子

【
混
合
】
▼
ダ
ブ
ル
ス
①
安
部
・
松
岡

組
②
三
木
・
西
山
組
③
幸
長
・
岸
本
組

③
橿
本
・
久
須
組

第
２
回
ツ
ー
ゲ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 
 

８
月
₁₈
日

①
竹
万
（
山
本
啓
市
・
田
渕
武
弘
・
三

浦
利
之
・
久
保
英
男
・
福
盛
孝
子
）
②

船
坂
Ｃ
（
石
田
泰
一
・
大
崎
弘
志
・
山

下
朝
夫
・
木
村
絹
子
・
深
澤
須
磨
子
）

③
混
成
（
田
渕
日
出
子
・
西
山
旭
己
・

下
山
た
ず
子
・
山
内
澄
子
・
金
谷
定
女
）

④
上
郡
（
秋
葉
正
志
・
野
村
伸
子
・
中

野
傑
・
松
本
明
子
・
野
村
博
也
）

中
野
莉
子
全
国
優
勝
記
念
大
会

 

８
月
₂₀
日

▼
Ａ
の
部
①
高
上
淳
矢
・
青
木
駿
英
ペ

ア
②
中
野
莉
子
・
山
本
歩
果
ペ
ア
③
有

吉
栞
芳
・
北
村
心
暖
ペ
ア
▼
Ｂ
の
部
①

垣
内
友
志
・
馬
島
沙
英
ペ
ア
②
澤
田
優
・

三
浦
久
征
ペ
ア
③
岡
村
拓
真
・
前
川
稜

堅
ペ
ア
▼
Ｃ
の
部
①
澤
田
優
菜
・
三
浦

菜
摘
ペ
ア
②
岸
田
瑛
稀
・
高
上
慎
矢
ペ

ア
③
花
谷
羽
空
太
・
前
川
栞
里
ペ
ア

第
５
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会
大
会

 

８
月
₂₁
日

①
大
酒
②
川
原
③
竹
万
④
ス
ラ
イ
ム

有
年
・
上
郡
高
大
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

交
流
大
会 

８
月
₂₅
日

①
山
本
秀
子
②
丸
尾
雅
明
③
薮
林
絹
子

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
₂₁
赤
松
囲
碁
ボ
ー
ル

大
会 

８
月
₃₁
日

①
大
山
チ
ー
ム
（
大
山
昌
之
・
三
井
美

和
子
・
横
山
昭
清
・
辻
久
子
）
②
清
水

チ
ー
ム
（
清
水
武
一
・
久
保
敬
文
・
木

村
幸
雄
・
木
村
公
子
・
久
保
田
和
子
）

③
浜
崎
チ
ー
ム
（
浜
崎
久
美
子
・
三
井

一
義
・
福
井
麗
子
・
森
井
已
律
郎
・
野

村
た
つ
子
）

第
₅₉
回
兵
庫
県
高
等
学
校
ジ
ュ
ニ
ア
選

手
権
水
泳
競
技
大
会 

９
月
３
・
４
日

【
女
子
】
▼
４
０
０
Ｍ
自
由
形
③
濱
田

凛

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

広告

≪囲碁の部≫
Ａ級（二段以上の部）
優　勝　浜　　　満　七段
準優勝　長谷川重幸　四段
第３位　長安　浩明　六段
Ｂ級（初段以下の部）
優　勝　三宅　郁雄　初段
準優勝　六鹿　担山　初段
第３位　尾上　拓治　初段

≪将棋の部≫
優　勝　橋本　圭司　四段
準優勝　横山　久男　三段
第３位　岸田　隆好　１級

第57回町長杯争奪囲碁・将棋大会　結果

[実施日：９月10日（土）]
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上郡町モロげんきくん元気帳の
交付者数1,613人

　７月末現在で県下の 65歳
以上の高齢者の交通事故に
よる死者は、歩行者が最も
多く、そのうち９割が暗い時
間帯に事故に遭っています。
　それぞれが次のことに気を付けて、交通安全を心が
けましょう。
■歩行者の方
　暗い時間帯の道路横断は、昼間より車のスピード
や自分との距離を判断しにくくなります。
■自動車などを運転する方
　暗い時間帯の運転は、ライトの光が届かない場所
が見えにくく、特に道路右側からの横断者などを見
落としやすくなります。
■自転車を利用する方
　無灯火は違反です。無灯火の自転車は、ドライバー
からの発見が遅れます。

【1月～8月末】上郡町内交通事故発生状況
交番（駐在）別 人身事故 死者 傷者 物損事故

上郡橋   4 0 4 33
上郡駅前 9 0 12 77

中　野 7 0 7 33
梨ヶ原 3 0 3 23
八　保 0 0 0 7
赤　松 2 0 2 16
野　桑 4 0 6 11

播磨科学公園都市 0 0 0 23
合　計 29 0 34 223

高齢者の交通事故防止

　保健カレンダー

　休日当番医
月　日 医療機関 電話番号

10月
16日（日） 三浦医院 ☎52-0045
23日（日） 半田産婦人科医院 ☎52-1000
30日（日） 河原クリニック ☎57-2167

11月

３日（木） 大岩診療所 ☎52-5000
６日（日） 苔縄医院 ☎52-5611
13日（日） 黒田内科クリニック ☎52-0235
20日（日） 高嶺診療所 ☎52-6369

　元気帳は、各地区公民館、スポーツセンター、保
健センター、企画政策課で発行しています。
　元気帳の交付冊数は、年度内１人につき２冊を限
度としています。
　元気帳を活用して、健康づくりに励みましょう。

モロげんきくん健康ポイント事業

（9月末現在）

老
い
も
病
も 

受
け
入
れ
よ
う 

 
 

瀬
戸
内
寂
聴

陸
王 

池
井
戸
　
潤

ツ
バ
キ
文
具
店 

小
川
　
糸

ア
ン
マ
ー
と
ぼ
く
ら 

有
川
　
浩

コ
ン
ビ
ニ
人
間 

村
田
沙
耶
香

超
辛
口
先
生
の 

赤
ペ
ン
俳
句
教
室 

 
 

夏
井
い
つ
き

強
父
論 

阿
川
佐
和
子

冷
蔵
庫
整
理
の
ル
ー
ル
＆
レ
シ
ピ 

 
 

平
岡
淳
子

柿
づ
く
し 

濱
崎
貞
弘

掃
除
は
「
つ
い
で
」
に
や
り
な
さ
い
！  

 

新
津
春
子

ち
ょ
っ
と
し
た
ス
ト
レ
ス
を
自
分
で 

 

は
ね
返
せ
る
子
の
育
て
方 

土
井
高
徳

さ
か
な
ク
ン
の 

一
魚
一
会 

さ
か
な
ク
ン

新
着
案
内

上
郡
町
立
図
書
館

月　日 内　容 時間 開催場所

10月 28日（金）赤ちゃんサロン 9時30分～ 子育て学習センター

11月
９日（水）4・10ヵ月児健診 12時30分～

保健センター
16日（水）1歳6ヵ月児健診 12時45分～

相生警察署
からの

お知らせ
☎22-0110

兵庫県警シンボル
マスコット

こうへいくん

広告

町立図書館
臨時休館の

お知らせ

図書館システム化準備のため、
臨時休館します。
　ご迷惑をおかけしますが、
よろしくお願いいたします。

問図書館　☎52-1125

10月26日(水) ～11月12日(土)
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※都合により、放送時間・番組内容を変更する場合があります。ご了承願います。

え
ん

しんネット

ええ
ん
え
ん
え

しんしんしんし ネんネんネッッ
ト

え
ん

しんネット111
ch 平成28年10月31日～平成28年11月27日

放
送
時
間

昼 12：00 ～

夕 17：00 ～

夜 20：00 ～

深夜 23：00 ～

翌朝  ７：00 ～

10/31（月） 11/1（火） 2（水） 3（木） 4（金） 5（土） 6（日）

番組リクエスト
コーナー 千種川学園体育祭

週刊ＧｏＧｏかみごおり
最新のニュース・話題

俳句・短歌、耳より情報　など

7（月） 8（火） 9（水） 10（木） 11（金） 12（土） 13（日）

番組リクエスト
コーナー

第3回
鞍居ふるさとまつり

週刊ＧｏＧｏかみごおり
最新のニュース・話題

俳句・短歌、耳より情報　など

14（月） 15（火） 16（水） 17（木） 18（金） 19（土） 20（日）

地域の情報
コーナー

町立幼稚園三園
合同運動遊び

週刊ＧｏＧｏかみごおり
最新のニュース・話題

俳句・短歌、耳より情報　など

21（月） 22（火） 23（水） 24（木） 25（金） 26（土） 27（日）

西はりま特集
７月～９月 上郡アーカイブ

月刊ＧｏＧｏかみごおり
今月放送したニュース・話題の総集編、

俳句・短歌、耳より情報　など

広告

放
送
編
成
表

え
ん
し
ん
ネ
ッ
ト

放送開始時間 番　組　内　容 放送開始時間 番　組　内　容
各時間とも、
番組終了後、
文字放送やサ
イエンスチャ
ンネルなどを
放送します。

12:00 　自主制作・提供番組 22:00 　西はりま・サイエンスチャンネル
15:00 　西はりま・サイエンスチャンネル 23:00 　自主制作・提供番組
16:00 　健康体操・お天気カメラ・天気 6:00 　健康体操・お天気カメラ・天気
17:00 　自主制作・提供番組 7:00 　自主制作・提供番組

19:00 　こんにちは県警です・ひょうご
　ワイワイ・サイエンスチャンネル 10:00 　こんにちは県警です・ひょうご

　ワイワイ・サイエンスチャンネル
20:00 　自主制作・提供番組 11:00 　健康体操・お天気カメラ・天気



お
く
や
み

﹇
９
月
届
出
分
﹈

円心ウォーク百万歩運動を

健康づくりの習慣に！

円心ウォーク
百万歩運動登録者数360人

（9月末現在）【9月の百万歩達成者】

編 集 後 記
　今月号の広報紙はいつもと少しデザイン
や写真の雰囲気を変えてみました。
　９月末から「落ちない城・白旗城」PRプ
ロジェクトが本格的に始動し、その記事を
２～３ページに掲載しています。表紙を見
た方に、「何だこれは!?」と、思わずページを
めくってもらえるような、インパクトのある
表紙に仕上がればいいなぁと、赤松地区の
方々などに協力いただきながら、ロケを行
いました。
　この日は山頂まで登ることができなかっ
たのですが、登山口から少し歩いただけで、
辺り一面に茂った木々や小川、丸太に生え
たフカフカの苔など、まるで原生林のような
風景が広がっており、深呼吸をするだけで、
「落ちないパワー」を森からもらえたよう
な気持ちになりました。　　　　　　　Ⓕ

岡本　アサ子さん（東町）
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内　　　容 開催日 時　間 お問い合わせ（場所）
人権相談 11月7日（月） 13時～16時 総務課　☎52-1111（役場4階402会議室）
家庭児童相談 11月2日（水） ９時～15時 健康福祉課　☎52-1114（役場2階対話室）

エイズ・肝炎相談（予約制）
10月18日（火）

13時20分～
14時40分

赤穂健康福祉事務所　☎43-2321

11月1日（火）
11月15日（火）

こころのケア相談 11月7日（月） 14時～15時

栄養相談（予約制） 11月11日（金） ９時30分～
11時30分

心配ごと（なんでも）相談

10月20日（木）

13時30分～
15時

社会福祉協議会　☎52-2910
　　　　　　　　☎080-1936-1067（相談日のみ）

10月27日（木）
11月10日（木）
11月17日（木）
11月24日（木）

法律相談（予約制・前日締切）
10月18日（火） 13時20分～

16時 社会福祉協議会　☎52-2910
11月15日（火）

教育相談（カウンセリング）毎週月曜 ９時～17時
青少年育成センター　☎52-5500
※相談日が祝日の場合は、お休みです。教育相談（電話・面接相談）

毎週火曜 13時30分～
16時30分

毎週金曜 ９時～12時

 く ら し の 相 談 窓 口

男性 7,596人　　女性8,047人 

● 世帯数  6,469世帯（＋4）
● 人　口 15,643人（－7）

人口のうごき

9月末現在
（　）は前月比
9月届出分

出生

死亡 

5人
18人

転入

転出

35人
29人

氏名（敬称略） 年 齢 自治会

岡本　喜治 86 行頭

笹山　英幸 76 高山１

宮田　敏信 77 東町

米田　桂子 51 釜島

真野　正義 79 楠

山本　幸子 91 大枝新

※
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可愛いお子さんや、大好きなおじい
ちゃん・おばあちゃん、仲良しグループ、
ペットなど、皆さんに自慢したいこと
を募集しています！！

募集中

お母さん（古淵優美子さん）から一言

二人一緒に仲良く元気に
すくすく育ってね。

わわががままちち
自自慢慢

詳しくは、総務課 広報情報係 （☎52-1111）まで
月号
2016年

No563Oc

t.10 お な ま え 竹万南

今月のオススメ情報今月のオススメ情報

町民ぬくもり講座 参加者募集！町民ぬくもり講座 参加者募集！
12月11日(日)　８時～19時

水平社発祥の地・人権のふるさとで、
まちづくりの歩みと人権を学んでみませんか？
水平社発祥の地・人権のふるさとで、
まちづくりの歩みと人権を学んでみませんか？

歴史シンポジウム「日本の産業革命遺産と大鳥圭介」

問

蓮くん（2歳）蓮くん（2歳）楓くん（3ヵ月）楓くん（3ヵ月）
れんかえで

日 時 町内に在住・在勤・在学の方対 象
上郡町役場集合・解散場所 おおくぼまちづくり館(奈良県橿原市)

水平社博物館(奈良県御所市)
※現地でフィールドワークを予定。

行き先
25人(先着順)定 員

2,000円(当日徴収)参加費11月１日(火)～15日(火)
※定員になり次第締め切り。

申込期間

電話またはファックス(名前・住所・電話番号を記載)で下記まで申し込みください。 申込方法

日本の産業革命は、
この男から始まった！
日本の産業革命は、
この男から始まった！

11月27日(日)
13時～16時30分(開場12時)
11月27日(日)
13時～16時30分(開場12時)

平成27年７月にユネスコ世界文化遺産に
登録された「明治日本の産業革命遺産」と
大鳥圭介の関わりを探究するシンポジウムを
開催します。

平成27年７月にユネスコ世界文化遺産に
登録された「明治日本の産業革命遺産」と
大鳥圭介の関わりを探究するシンポジウムを
開催します。

日時

生涯学習支援センター
大ホール
生涯学習支援センター
大ホール

場所

400人400人定員

無料無料料金

事前申し込みは、
必要ありません。
事前申し込みは、
必要ありません。

講演①講演①「明治日本の産業革命遺産－その価値と登録の経緯－」
   講師：目黒正武氏
   (特定非営利活動法人世界遺産アカデミー特任研究員)

「明治日本の産業革命遺産－その価値と登録の経緯－」
   講師：目黒正武氏
   (特定非営利活動法人世界遺産アカデミー特任研究員)

講演②講演②「大鳥圭介の産業視察とその成果」
   講師：中川由香氏(大鳥圭介研究家・日本工営株式会社)
「大鳥圭介の産業視察とその成果」
   講師：中川由香氏(大鳥圭介研究家・日本工営株式会社)

シンポジウムシンポジウム
◎パネリスト：目黒正武氏、中川由香氏、猪尾守之氏（大鳥圭介塾塾長）
◎コーディネーター　島田拓(郷土資料館学芸員)
◎パネリスト：目黒正武氏、中川由香氏、猪尾守之氏（大鳥圭介塾塾長）
◎コーディネーター　島田拓(郷土資料館学芸員)

「日本の産業革命遺産と大鳥圭介」「日本の産業革命遺産と大鳥圭介」

郷土資料館　☎52-3737問郷土資料館　☎52-3737

プログラム

問問申　　教育推進課　教育係　☎52-2912／FAX：52-5523
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